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年 H24 年
（2012 年）

H27 年
（2015 年）

H32 年
（2020 年）

H37 年
（2025 年）

H42 年
（2030 年）

H52 年
（2040 年）

H62 年
（2050 年）

H72 年
（2060）

各年齢の認知症有病率が
一定の場合の将来推計

人数 /（率）
462 万人

15.0％

517 万人

15.7％

602 万人

17.2％

675 万人

19.0％

744 万人

20.8％

802 万人

21.4％

797 万人

21.8％

850 万人

25.3％

各年齢の認知症有病率が
上昇する場合の将来推計

人数 /（率）

525 万人

16.0％

631 万人

18.0％

730 万人

20.6％

830 万人

23.2％

953 万人

25.4％

1016 万人

27.8％

1154 万人

34.3％

平成 26 年度厚生労働科学研究費補助金特別研究事業（九州大学　二宮教授）資料を抜粋

■「日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する調査」による速報値
　

み
ん
な
で
手
を
添
え
て

　

脳
は
人
間
の
活
動
の
大
半
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
司
令
塔
で
す
。

脳
が
う
ま
く
働
か
な
け
れ
ば
、
精
神
活
動
も
身
体
活
動
も
ス
ム
ー
ズ
に
運

ば
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
脳
が
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
障
が
い
を
起
こ
し
、
日
常
生
活
を
す
る

上
で
支
障
を
き
た
す
「
認
知
症
」。

　

９
月
は
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」。
今
月
号
で
は
、
増
え
続
け

る
認
知
症
に
目
を
向
け
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

認
知
症
の
現
状

　

日
本
が
超
高
齢
社
会
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
、皆
さ
ん
も
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

内
閣
府
の
平
成
27
年
版
高
齢
社
会
白
書
に

よ
れ
ば
、
65
歳
以
上
人
口
の
割
合
（
高
齢

化
率
）
は
26
・
０
％
で
あ
り
、
平
成
37
年

に
は
高
齢
化
率
が
30
・
３
％
に
達
す
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
高
齢
化
に
伴
い
、
認
知
症
を

患
う
方
も
増
え
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働

省
の
発
表
で
は
、
10
年
後
（
平
成
37
年
）

に
全
国
で
認
知
症
を
患
う
方
の
人
数
が

７
０
０
万
人
を
超
え
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。本
町
に
当
て
は
め
る
と
、

約
１
０
０
０
人
が
認
知
症
を
患
う
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

認
知
症
を
知
る

　

一
言
で
認
知
症
と
言
い
ま
す
が
、
複
数

の
種
類
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。

　

も
っ
と
も
多
い
の
は
、
脳
の
神
経
細
胞

が
ゆ
っ
く
り
と
死
ん
で
い
く「
変
性
疾
患
」

と
呼
ば
れ
る
病
気
で
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
、
前
頭
・
側
頭
型
認
知
症
、
レ
ビ
ー
小

体
病
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　

続
い
て
多
い
の
が
、
脳
梗
塞
、
脳
出
血
、

脳
動
脈
硬
化
な
ど
の
た
め
に
、
神
経
の
細

胞
に
栄
養
や
酸
素
が
行
き
渡
ら
な
く
な
っ

た
結
果
、
そ
の
部
分
の
神
経
細
胞
が
死
ん

だ
り
、
神
経
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
壊
れ
て

し
ま
う
「
脳
血
管
性
認
知
症
」
で
す
。

　

そ
し
て
、
よ
く
勘
違
い
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、加
齢
に
よ
る
「
物
忘
れ
」

と
「
認
知
症
」
は
違
い
ま
す
。

国
の
対
応

　

平
成
27
年
に
認
知
症
が
原
因
で
行
方
不

明
と
な
り
、
全
国
の
警
察
に
届
け
出
の

あ
っ
た
人
数
は
延
べ
１
２
２
０
８
人
に
上

り
、３
年
連
続
で
最
多
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
事
案
を
含
め
て
、
認
知
症
の

介
護
を
考
え
る
と
、
家
族
の
精
神
的
・
肉

体
的
な
負
担
は
計
り
知
れ
ず
、
負
担
を
減

ら
す
た
め
の
施
設
入
所
な
ど
も
、
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
厚
生
労
働
省

に
で
も
起
こ
り
得
る
身
近
な
も
の
と
し
て

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
層
の
普
及
啓
発

活
動
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
の
疾
患
同
様
に
、
認
知
症
も
早
期

発
見
・
早
期
治
療
が
有
効
で
す
が
、
周
囲

に
相
談
で
き
ず
に
一
人
で
頑
張
っ
て
介
護

し
て
い
る
う
ち
に
徘
徊
行
動
や
粗
暴
な
行

動
が
出
現
し
、
相
談
の
際
に
は
す
で
に
予

防
よ
り
も
治
療
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
状

況
で
す
。

　

ま
た
、
ゴ
ミ
出
し

が
で
き
な
く
な
っ
た
、

悪
質
商
法
の
被
害
に

あ
っ
た
、
外
出
し
て

自
宅
に
戻
れ
な
く

な
っ
た
（
徘
徊
）
な

ど
問
題
は
よ
り
深
刻

に
、
複
雑
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
一
層
進
む

こ
と
が
見
込
ま
れ
る

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
保
健

師
、
社
会
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
が

高
齢
者
か
ら
の
相
談
を
数
多
く
受
け
て
い

ま
す
。昨
年
は
４
７
３
件
の
相
談
が
あ
り
、

相
談
動
機
で
認
知
症
に
関
係
し
た
相
談
は

60
件
で
し
た
。

　

認
知
症
に
関
す
る
相
談
の
多
く
は
、
今

ま
で
出
来
て
い
た
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ

た
、
何
度
も
同
じ
話
を
繰
り
返
す
な
ど
日

常
生
活
を
送
る
中
で
、「
あ
れ
、
ち
ょ
っ

と
お
か
し
い
」
と
家
族
や
周
囲
の
人
が
感

じ
る
機
会
が
目
立
つ
こ
と
が
き
っ
か
け

で
す
。

　

認
知
症
の
診
断
を
受
け
る
に
は
専
門
医

の
い
る
「
も
の
忘
れ
外
来
」
や
「
精
神
神

経
科
」
が
望
ま
し
い
で
す
が
、「
本
人
の

拒
否
が
あ
る
」「
脳
神
経
外
科
を
受
診
し

た
」
な
ど
必
ず
し
も
専
門
医
で
の
診
断
を

受
け
て
い
な
い
場
合
も
多
く
、
こ
れ
ら
の

背
景
に
は
受
診
に
際
し
て
本
人
や
家
族
の

心
理
的
な
抵
抗
が
強
い
こ
と
が
推
察
さ
れ

ま
す
。

　

認
知
症
を
特
別
な
病
気
で
は
な
く
、
誰

認知症  一人で悩んでいませんか

みんなで手を添えて
特
集

今年度より配置された認知症地域支援推進員
（左から河合保健師、樋渡社会福祉士、大場介護支援専門員） 政府広報オンラインを一部抜粋

■「物忘れ」と「認知症」の違い
加齢による物忘れ 認知症による物忘れ

体験したこと 一部を忘れる
（食事のメニュー）

すべてを忘れる
（食事をしたこと自体）

物忘れ 自覚がある 自覚がない

探し物 努力して探す 誰かが盗ったなど、
他人のせいにする

日常生活 支障がない 支障がある

症状の進行 極めて徐々に進行する 進行する

課
題
は｢

支
え
る
仕
組
み
」

認
知
症  

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

集
特

人
口
減
少
に
よ
る
、
介
護
従
事
者
な
ど
の

支
え
手
不
足
と
増
え
る
認
知
症
高
齢
者
を

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
予
防
事
業
だ

け
で
支
え
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
こ
と
か

ら
、
近
所
の
方
の
声
掛
け
や
見
守
り
な
ど

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
、
さ
ら
に
は
予
防
か

ら
早
期
発
見
・
治
療
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

ま
で
の
一
連
の
流
れ
の
中
で
認
知
症
の
方

や
そ
の
家
族
を
支
え
る
仕
組
み
を
、
町
内

会
・
自
治
会
な
ど
の
地
域
で
ど
の
よ
う
に

構
築
し
て
い
く
か
が
、
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
栗
山
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
】

　

町
保
健
福
祉
課
内

　

☎
�
２
２
５
５

　

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
病
気
で
、
国
や
地
方
自
治
体
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
認
知

症
は
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
樋
渡
社
会
福
祉
士
に
、
認
知
症
の
課
題

に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

で
は
、
認
知
症
を
患
う
方
の
意
思
が
尊
重

さ
れ
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
の

よ
い
環
境
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

関
係
府
省
庁
と
共
同
し
て
平
成
27
年
１
月

に
「
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
（
新
オ

レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
認
知
症

高
齢
者
な
ど
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を

実
現
す
る
た
め
に
は
行
政
だ
け
で
は
な

く
、
関
係
機
関
・
団
体
や
地
域
住
民
な
ど

が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
～
ま
ず
は
「
ふ
れ
あ
い
」
か
ら
～

地
域
の
憩
い
の
場
と
し
て

　

町
内
の
介
護
老

人
保
健
施
設
ガ
ー

デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り

や
ま
で
、
認
知
症

の
方
や
そ
の
家
族
、

地
域
住
民
な
ど
が

ふ
れ
あ
う
「
オ
レ

ン
ジ
カ
フ
ェ
」
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
認
知
症
へ
の
理
解

を
促
し
、情
報
交
換
や
交
流
を
図
ろ
う
と
、

町
の
「
認
知
症
カ
フ
ェ
運
営
委
託
事
業
」

と
し
て
、
同
施
設
を
運
営
す
る
社
会
福
祉

法
人
愛
全
会
が
実
施
。

　

８
月
17
日
に
行
わ
れ
た
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
で
は
、始
め
に
「
認
知
症
と
熱
中
症
」

を
テ
ー
マ
に
寸
劇
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
認

知
症
を
患
っ
て
い
る
方
に
は
、
ど
う
し
て

適
切
な
水
分
摂
取
が
必
要
か
を
わ
か
り
や

す
く
伝
え
る
こ
と
が
大
事
」
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
説
明
を
交
え
な
が
ら
劇
は
進
め
ら

れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。そ
の
後
、施
設
の
ロ
ビ
ー
で
カ
フ
ェ

タ
イ
ム
。
保
健
師
や
指
導
員
と
談
笑
し
な

が
ら
、
寸
劇
の
感
想
や
相
談
事
な
ど
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

気
軽
に
来
て
ほ
し
い

　

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま
の
藤
田
政

典
事
務
部
長
は
「
昨
年
の
11
月
か
ら
こ
の

取
り
組
み
を
し
て
お
り
、
毎
回
20
人
程
度

が
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
認
知
症

を
患
っ
て
い
る
方
や
ご
家
族
の
参
加
は
少

な
い
で
す
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
職
種
の

職
員
が
関
わ
っ
て

い
る
の
で
、
い
ろ

い
ろ
な
サ
ポ
ー
ト

が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
、
気
軽
に
来
て

も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　

同
施
設
で
は
、
今
後
も
継
続
し
て
カ

フ
ェ
を
開
催
し
、
地
域
の
憩
い
の
場
と
し

て
の
定
着
を
目
指
し
ま
す
。  

 【
今
後
の
開
催
】

○
日
程
（
予
定
）

　

９
月
21
日
、
10
月
19
日
、
11
月
16
日
、

　

12
月
21
日
、
１
月
18
日
、
２
月
15
日
、

　

３
月
15
日
（
毎
月
第
３
水
曜
日
）

○
時
　
間　

午
後
１
時
30
分
～

○
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま

　

☎
�
２
６
０
０

「
読
み
書
き
」と「
計
算
」で
脳
を
元
気
に
！

　

い
き
い
き
交
流
プ
ラ
ザ
に
集
ま
っ
た
高

齢
者
が
、
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の
合
図
に
合

わ
せ
て
、
簡
単
な
計
算
や
数
字
版
に
数
字

を
並
べ
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
方
が
参

加
し
て
行
わ
れ
て
い
る「
脳
の
健
康
教
室
」

の
一
コ
マ
で
す
。

　

こ
の
教
室
は
平
成
25
年
度
か
ら
栗
山

会
場
、
平
成
26
年
度
か
ら
継
立
会
場
で

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
約

１
５
０
０
人
（
延
べ
人
数
）
が
受
講
し
て

い
ま
す
。
週
１
回
、
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
１

人
が
２
人
の
受
講
生
に
対
し
て
学
習
支
援

を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
と
て
も
楽
し

く
学
べ
る
」
と
好
評
で
す
。

出
会
い
の
場
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
の
場

と
し
て

　
「
声
に
出
し
て
読
む
こ
と
」「
簡
単
な
計

算
を
リ
ズ
ム
良
く
答
え
る
こ
と
」「
数
字

を
並
べ
る
手
作
業

で
集
中
力
を
高
め

る
こ
と
」
に
よ
り

脳
を
活
性
化
さ
せ

る
「
脳
の
健
康
教

室
」。
教
室
を
終
え

て
も
「
続
け
た
い
」

と
い
う
方
々
に
よ

  

脳
の
健
康
教
室
～
「
楽
し
く
」
認
知
症
予
防
～

り
自
主
サ
ー
ク
ル
も
立
ち
上
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の
支
援
に

よ
る
「
モ
デ
ル
地
域
」
で
の
脳
の
健
康
教

室
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
脳
の
健
康
教
室
」
は
、

認
知
症
予
防
と
し
て
の「
脳
の
健
康
維
持
」

だ
け
で
は
な
く
、
学
び
を
通
し
た
世
代
間

交
流
や
仲
間
づ
く
り
な
ど
、出
会
い
の
場
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
の
場
と
し
て
大
い
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。

認知症サポーター養成講座

　認知症サポーターとは、認知症に対する正しい知識、
予防方法などを養成講座で学び、認知症の方やその家
族を温かく見守り応援する人のことです。
　本町では、平成 20 年度から合計 25 回の養成講座を
開催し、現在までに 835 人の認知症サポーターを養成
してきました。地域の老人クラブでの実施のほか、空
知商工信用組合栗山支店や栗山中学校、栗山高等学校
で実施するなど、企業や若年層への普及・啓発の取り
組みも行ってきました。
　講座を希望する団体などに、講師の派遣をしていま
す。少ない人数でも構いませんので、お気軽にお問い
合わせください。

認知症を支援する目印
「オレンジ・リング」

くりやまもの忘れフォーラム

　くりやまもの忘れフォーラムは、全国的に関心が高
まっている認知症について学ぼうと平成 26 年度から行
われ、町、空知南部医師会、栗山歯科医会などが共催
して、年 3 回開かれています。
　道内外から大学教授や音楽療法士などを講師に招き、

「認知症～早期発見・早期対応の大切さ」や「認知症と
音楽療法」など、さまざまな内容の講演を通して、認
知症への理解を呼び掛けています。
　今年度は、7 月 30 日に「認知症予防につながる暮ら
しのヒント」と題して、名古屋掖済会病院認知症チー
ムの長瀬亜岐診療看護師が講演。今年度は、あと 2 回
のフォーラム開催を予定しています。

　人は誰でも、「自分らしく生きたい」「人から愛されたい、
大切にされたい」と願っています。認知症を患ってもそれ
は同じです。自分らしく生きるためには、家族や地域など
周りの人たちのサポートが必要です。今年１月のオレンジ
カフェで認知症の講話をした際、参加された男性から「友
人が認知症になってから距離を置いていたけれど、しっか
りと友人として付き合っていきたいと思った」という感想
をいただきました。安心できる人がそばにいてくれるだけ
で不安な気持ちは軽減します。認知症になっても、周りの
人の愛と理解で、みんなが安心して暮らしていけるように
なればと思います。

周りの人で支えることが重要インタビュー

介護老人保健施設ガーデン
ハウスくりやまに勤務し、
現在は看護科長として活
躍。また、北海道認知症介
護指導者の一人として、認
知症の方やその家族にとっ
て暮らしやすい社会づくり
のために尽力している。

認知症介護指導者
渡部  百合子さん

【連絡先・問い合わせ】
町地域包括支援センター　☎ 73-2255

　脳の健康教室に関わって 5 カ月経ちますが、初めての
経験なので運営面でも受講者とのやり取りでも反省するこ
とが多いです。ただ、やる気のある方が受講されているの
で、助けられながら頑張っています。人生の大先輩から教
わることも多いですし、何より年をとっても学ぼうとする
意欲、意識的に行動する姿勢に感心しています。私もやら
なければと思っています。この教室は、脳の活性化に役立
つだけではなく、受講者や施設利用者との交流という面で
もとても良い取り組みだと思います。まだまだ学んでいく
ことがたくさんありますので、今後も学習サポーターを続
けていきたいと思います。

高齢者のやる気が刺激になるインタビュー

昨年、学習サポーターとし
て登録し、今年から脳の健
康教室の運営に携わる。町
の事業や世代間交流に関わ
り、住みよいまちづくりの
ために尽力している。

学習サポーター
腰本  江里沙さん

認知症  一人で悩んでいませんか

みんなで手を添えて
特
集



一
人
で
悩
ま
な
い
で

　

大
切
な
家
族
の
中
や
、
隣
近
所
の
方
が

患
う
こ
と
も
あ
る
「
認
知
症
」。
決
し
て

特
殊
な
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
を
患
っ
た
ら
「
何
も
わ
か
ら
な

く
な
る
」「
家
族
に
迷
惑
を
か
け
る
」「
大

切
な
思
い
出
を
忘
れ
て
し
ま
う
」
な
ど
、

一
人
で
悩
む
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
、
認
知
症
の
情
報
は
過
去
と
は

比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら
い
あ
り
、
環

境
整
備
も
進
み
、
勉
強
す
る
機
会
も
た
く

さ
ん
で
き
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
支
え
合
う

　

今
後
、増
加
が
見
込
ま
れ
る「
認
知
症
」。

認
知
症
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活

を
続
け
る
た
め
に
は
、
地
域
の
方
が
温
か

い
気
持
ち
で
見
守
り
な
が
ら
、
認
知
症
の

方
の
視
点
に
立
っ
て
支
援
す
る
こ
と
が
と

て
も
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、包
括
的
な
支
援
・
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
の
構
築
を
目
指
す
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
が
必
要
で
あ
り
、

本
町
も
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

中
心
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
が
、
将
来
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
な
る
た

め
に
―
。

認知症が増え続ける中で、私たちに何ができるのか―。
認知症の早期診断・早期対応のサポートをする

「北海道認知症サポート医」である梶整形外科医院の梶院長と、
認知症の方とその家族を支援し、福祉の向上を目指して活動している

「北海道認知症の人を支える家族の会」の西村事務局長にお話を伺いました。

認知症への関心と理解を
　

認
知
症
へ
の
理
解
は
深
ま
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
今
も
偏
見
が
あ
り
、
頭

の
病
気
な
の
で
周
り
に
は
言
え
な
い
と
い

う
面
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
を
恥

ず
か
し
い
と
思
う
風
潮
も
あ
り
、
相
談
す

る
こ
と
を
た
め
ら
う
ケ
ー
ス
も
多
い
で

す
。
特
に
、
小
さ
な
自
治
体
ほ
ど
「
周
り

に
知
れ
渡
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
こ
と
で

地
元
で
は
相
談
し
な
い
と
い
う
話
を
聞
き

ま
す
。
こ
れ
は
、
ま
だ
ま
だ
周
囲
に
「
認

知
症
」
と
言
え
る
状
況
に
な
っ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
声
に
出
し
て
言

え
る
よ
う
に
体
制
や
環
境
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
認
知
症

を
患
っ
て
い
る
方
や
そ
の
家
族
は
、
周
り

に
理
解
さ
れ
な
い
と
行
動
で
き
ま
せ
ん
。

声
に
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
一
歩
前
に
進

ん
で
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

北
海
道
認
知
症
の
人
を
支
え
る
家
族
の

会
で
は
、
電
話
相
談
の
ほ
か
、
介
護
す
る

家
族
が
集
ま
っ
て
お
互
い
の
悩
み
を
話
し

合
い
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
介
護
者
の
つ
ど
い
」
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
電
話
相
談
は
、
昨
年
度
で
約

５
０
０
件
に
の
ぼ
り
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
介
護
者
の
つ
ど
い
は
月
２
回

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
１
回
に
20
人
ほ
ど

集
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
参
加
者
の
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
笑
っ
て
帰
っ
て

「
認
知
症
」
と
声
に
出
し
て
言
え
る

環
境
づ
く
り
が
必
要

北海道認知症の人を
支える家族の会
事務局長　西村  敏子さん

　

認
知
症
は
怖
い
病
気
と
思
っ
て
い
る
方

が
多
い
よ
う
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

は
な
く
、
薬
な
ど
で
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ

と
が
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
こ
と
を
何
回
も
言
う
ケ
ー

ス
や
、
今
日
が
何
日
か
わ
か
ら
な
い
と

い
っ
た
症
状
が
あ
っ
た
時
に
「
認
知
症
」

と
決
め
つ
け
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
よ
う

で
す
が
、「
慢
性
硬
膜
下
血
腫
」
や
「
正

常
圧
水
頭
症
」
な
ど
何
か
違
う
病
気
の
場

合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
そ
う

い
っ
た
患
者
さ
ん
を
診
察
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
ら
、「
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
」

と
感
じ
た
ら
早
め
に
医
療
機
関
で
診
断
を

受
け
、
早
期
に
診
て
も
ら
い
、
治
療
を
開

始
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
人
や
周
り
の
人
が
「
お

や
？
」
と
思
っ
て
も
な
か
な
か
行
動
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の

よ
う
な
場
合
は
、
今
年
度
か
ら
取
り
組
む

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
の
活

用
や
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

高
齢
に
な
る
ほ
ど
発
症
率
が
高
く
な
る

と
い
わ
れ
る
認
知
症
。
私
は
「
長
生
き
し

た
こ
と
の
勲
章
」
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
認
知
症
を
恐
れ
ず
、
み
ん
な
で

支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

認
知
症
は
「
早
期
発
見
・
治
療
」
が

と
て
も
重
要

北海道認知症サポート医
梶整形外科医院
院長　梶　良行さん
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【住　所】札幌市中央区北 2 条西 7 丁目  かでる 2・7 内
【連絡先】  ☎：011-204-6006

「北海道認知症コールセンター・
家族の会」電話相談

　土・日・祝日・年末年始を除
く毎日、介護経験者が相談にお
答えします。また、医療・介護・
福祉の専門家のアドバイスが可
能で、来所相談もできます。　

（受付時間）
10：00 ～ 15：00

認知症初期集中支援チーム
　複数の専門職が家族の訴えなどにより認知症が疑われる
方や認知症を患っている方およびその家族を訪問し、初期
の支援を包括的・集中的に行い、自立生活のサポートを行
うチームで、市町村の地域支援事業（必須事業）となって
いる。主な事業内容は①認知症初期集中支援の実施②普及
啓発推進事業③「認知症初期集中支援チーム検討委員会」
の設置などで、認知症の方やその家族への支援内容の検討
や医療機関などとの連携による必要な支援を行う。本町で
は当初、平成 30 年を目途に取り組む予定であったが、早期
の対応が必要と判断し、今年度から取り組む。

く
れ
る
方
も
い
ま
す
。
介
護
さ
れ
て
い
る

家
族
の
皆
さ
ん
に
は
、
悩
み
を
抱
え
込
ま

ず
に
、
一
歩
踏
み
出
し
て
相
談
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
ま
た
、
家
族
会
が
あ
る
こ

と
で
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
人
と
話
す
こ
と

で
、
介
護
の
苦
労
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
、
気
持
ち
も
楽
に
な
り
ま
す
。
認

知
症
を
患
っ
て
い
る
方
の
家
族
が
身
近
な

と
こ
ろ
で
相
談
で
き
る
よ
う
に
、
も
っ
と

地
域
に
家
族
会
が
増
え
て
く
れ
る
と
よ
い

で
す
ね
。

　

最
後
に
、
認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り

得
る
病
気
で
す
。
認
知
症
を
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
の
啓
発
活
動
は
大
事
で
あ
り
、

繰
り
返
し
啓
発
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

認知症  一人で悩んでいませんか

みんなで手を添えて
特
集
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清
掃
の
概
念
が
少
な
い

　

全
町
一
斉
の
清
掃
後
２
～
３
日
す
る

と
、
道
路
肩
や
私
の
家
の
敷
地
内
に
空
き

缶
や
タ
バ
コ
の
吸
殻
、
箱
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
袋
類(

パ
ン
、
菓
子
）
な
ど
の
ご
み

が
あ
り
、
清
掃
の
概
念
が
少
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。（
60
代
男
性
）

町
広
報
な
ど
で
周
知

　

空
き
缶
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
袋
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
は
全
町
的
に

見
受
け
ら
れ
、
全
町
一
斉
清
掃
や
各
地
域

の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り

回
収
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況

で
す
。

　

本
町
で
は
、
町
民
に
ポ
イ
捨
て
を
禁
止

し
た
「
空
き
缶
等
の
ポ
イ
捨
て
等
の
防
止

に
関
す
る
条
例
」
も
制
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、な
か
な
か
改
善
さ
れ
な
い
状
況
で
す
。

　

町
と
し
て
も
、
ご
み
の
な
い
、
き
れ
い

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
各
地

域
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
環
境

美
化
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
モ
ラ
ル
向
上
の
た
め
に
町

広
報
な
ど
を
通
し
て
周
知
を
行
い
ま
す
。

河
川
の
草
刈
補
助
は
？

　

町
内
に
入
る
雨
煙
別
川
な
ど
の
河
川
敷

の
草
刈
で
す
が
、
役
所
の
所
轄
の
違
い
が

あ
り
ま
す
が
草
刈
業
務
の
補
助
金
は
な
い

の
で
す
か
。（
60
代
男
性
）

北
海
道
に
支
援
制
度

　

河
川
の
草
刈
業
務
に
対
す
る
補
助
金

は
、
雨
煙
別
川
を
管
理
し
て
い
る
北
海
道

（
札
幌
建
設
管
理
部
長
沼
出
張
所
）
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、「
市
民
団
体
協
働
の
川

づ
く
り
事
業
」
制
度
に
よ
り
補
助
金
を
支

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

制
度
概
要
の
詳
細
は
、
北
海
道
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

【
北
海
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://w
w

w
.pref.hokkaido.lg.jp/

k
n

/sb
s/k

sn
/k

a
se

n
k

a
h

o
m

e
/

sim
inndanntai.htm

く

■あなたの声を しっかりキャッチ！
　1 枚のはがきが 明日のくりやまを変える！

り まや
スイボチッャキ

【問い合わせ】　町総務課 広報・防災・情報グループ　☎ 73-7501

皆さんからのご意見お待ちしています！

２カ月に一度、広報に折り込ま

れる専用はがきを切り取って、

必要事項を記入してポストに

投函。（切手不要）

①広報折り込みの専用はがきで！

はがきをそのまま、またはお好

きな用紙に必要事項を記入し

て、「72-3179」に送信。

②ＦＡＸで！

下記アドレスから
https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/

EntryForm?id=SfQnm4ig

または町ホームページトップ画

面の注目情報（画面右側）から

専用フォームにアクセス。

③ホームページ専用フォームで！ 公
共
料
金
支
払
窓
口
設
置
の

根
拠
と
金
融
機
関
の
選
定
方

法
は
？

　

現
在
は
ほ
と
ん
ど
の
公
共
料
金
な
ど
が

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ま
た
は
口
座
振

替
で
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
町
も

勧
め
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
窓
口

で
の
公
共
料
金
支
払
利
用
は
少
な
い
と
思

う
の
で
す
が
窓
口
を
設
置
す
る
根
拠
（
条

例
な
ど
）
お
よ
び
金
融
機
関
選
定
方
法
を

教
え
て
だ
く
さ
い
。（
60
代
男
性
）

町
会
計
規
則
で
設
置
を
規
定

し
、
議
会
の
議
決
で
金
融
機

関
を
決
定

　

出
納
室
窓
口
を
設
置
す
る
根
拠
は
、
栗

山
町
会
計
規
則
第
15
条
で
、
役
場
庁
舎
内

に
指
定
金
融
機
関
の
派
出
を
設
け
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
金
融
機
関
選

定
方
法
は
、
町
内
に
あ
る
金
融
機
関
の
経

営
の
健
全
性
・
安
全
性
な
ど
を
総
合
的
に

勘
案
・
選
定
し
、
議
会
の
議
決
を
経
て
決

定
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
北
洋
銀
行
よ

り
取
扱
者
１
人
の
派
出
を
受
け
、
町
公
金

の
収
納
お
よ
び
支
払
業
務
全
般
の
取
扱
い

を
行
う
と
と
も
に
、
窓
口
で
お
支
払
い
さ

れ
る
方
の
利
便
性
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
町
税
な
ど
の
支
払
い
は
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
口
座
振
替
を
利
用

で
き
ま
す
が
、
納
期
限
が
過
ぎ
た
も
の
や

納
付
書
の
再
発
行
が
必
要
な
場
合
は
、
出

納
室
窓
口
で
の
取
り
扱
い
に
な
り
ま
す
。

消
防
職
員
の
資
格
取
得
は
？

　

火
災
予
防
運
動
な
ど
で
消
防
職
員
が
事

業
所
な
ど
を
査
察
し
て
い
ま
す
が
、
職
員

の
専
門
的
知
識
と
し
て
危
険
物
取
扱
者
、

消
防
設
備
士
な
ど
の
資
格
は
全
員
が
取
得

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
消
防
学
校

で
の
研
修
で
資
格
取
得
は
免
除
さ
れ
て
い

る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。（
60
代
男
性
）

資
格
取
得
の
義
務
は
な
く
、

職
員
自
ら
が
教
養
習
得
の
為

に
取
得

　

消
防
職
員
が
立
入
検
査
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
専
門
的
知
識
と
し
て
資
格
取
得

の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

立
入
検
査
に
必
要
な
資
格
と
し
て
は
、

予
防
技
術
資
格
者
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

消
防
力
の
整
備
指
針
に
よ
り
「
消
防
署
に

お
い
て
、
火
災
予
防
に
関
す
る
事
務
を
的

確
に
行
う
た
め
、
火
災
の
予
防
に
関
す
る

高
度
な
知
識
及
び
技
術
を
有
す
る
も
の
と

し
て
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
資
格
を
有
す

る
予
防
技
術
資
格
者
を
１
人
以
上
配
置
す

る
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

　

こ
の
予
防
技
術
資
格
は
、
消
防
学
校
で

の
研
修
で
資
格
取
得
は
免
除
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
危
険
物
取
扱
者
、
消
防
設

備
士
は
国
家
資
格
で
あ
り
、
職
員
自
ら
が

教
養
習
得
の
為
に
取
得
し
て
い
る
も
の

で
す
。

職
員
の
運
転
免
許
証
の
確
認

お
よ
び
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク

体
制
は
？

　

先
日
、
某
市
の
職
員
が
無
免
許
運
転
を

数
年
間
続
け
公
用
車
で
物
損
事
故
を
起
こ

す
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

　

栗
山
町
の
職
員
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

な
い
と
信
じ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
運
転

免
許
証
の
確
認
お
よ
び
定
期
的
な
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
を
考
え
て
お
り
ま
す
で
し
ょ
う

か
。（
60
代
男
性
）

「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ラ
リ
ー
北
海

道
」
の
参
加
時
に
免
許
保
持

の
状
況
を
確
認

　

運
転
免
許
証
の
確
認
お
よ
び
定
期
的
な

チ
ェ
ッ
ク
で
す
が
、
町
職
員
は
、
毎
年
運

転
免
許
保
持
者
が
４
カ
月
間
に
わ
た
り
無

事
故
・
無
違
反
を
目
指
す
参
加
型
の
交
通

安
全
運
動
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ラ
リ
ー
北
海

道
」
に
全
職
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
参

加
す
る
際
に
必
ず
運
転
免
許
証
番
号
を
記

載
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
取
り
組
み
を

通
し
て
免
許
保
持
の
状
況
を
確
認
し
て
い

ま
す
。

植
樹
は
早
い
時
期
に

　

町
道
栗
山
由
仁
線
で
、
昨
年
12
月
に
防

風
、
防
雪
用
の
植
栽
が
さ
れ
ま
し
た
が
、

昨
日
通
り
ま
し
た
ら
数
本
（
７
～
８
本
）

枯
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
植
栽
の
計
画
が
あ

る
よ
う
で
す
が
、
も
う
少
し
早
い
時
期
で

の
施
工
が
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。（
60
代
男
性
）

今
年
は
９
月
下
旬
に
発
注

　

町
道
栗
山
由
仁
線
の
植
栽
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
度
よ
り
年
次
計
画
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
初
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り

樹
種
選
定
な
ど
に
時
間
を
要
し
て
し
ま

い
、発
注
時
期
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。　
　

　

今
年
は
、
９
月
下
旬
に
発
注
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

雨煙別川町道栗山由仁線
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【問い合わせ】
栗山町民生委員児童委員協議会
事務局（町保健福祉課福祉・子育てグループ）
☎ 73-2222

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地
域

に
暮
ら
す
方
々
の
身
近
な
相
談
役

と
し
て
、
医
療
や
介
護
の
悩
み
、

子
育
て
の
不
安
、
暮
ら
し
の
心
配

事
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応

じ
る
と
と
も
に
、
各
種
サ
ー
ビ
ス

関
係
機
関
へ
の
パ
イ
プ
役
を
担
う

な
ど
、
地
域
の
誰
も
が
幸
せ
で
安

心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
援
助

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
38
人
の
民
生
委
員
児
童

委
員
と
２
人
の
主
任
児
童
委
員
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

何
か
心
配
事
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
近
く
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
相
談
く
だ
さ
い
！

暮
ら
し
の
悩
み
・
困
り
ご
と

■
暮
ら
し
に
関
す
る
こ
と

　
（
住
ま
い
・
生
活
な
ど
）

■
育
児
・
教
育
に
関
す
る
こ
と

　
（
育
児
・
学
校
生
活
な
ど
）

■
家
族
関
係
に
関
す
る
こ
と

　
（
扶
養
・
相
続
な
ど
）

■
在
宅
生
活
に
関
す
る
こ
と

　
（
介
護
・
施
設
利
用
な
ど
）

ご
存
知
で
す
か
？
地
域
の
身
近
な
相
談
役

～
民
生
委
員
児
童
委
員
～

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
は
、

低
所
得
者
世
帯
、
高
齢
者
・
障
が

い
者
世
帯
の
経
済
的
な
自
立
と
生

活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
制
度
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
に
応
じ
た
貸
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
下
記
を
ご
覧
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
�
１
３
２
２
）
ま
た
は
、

お
近
く
の
民
生
委
員
児
童
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
は
こ
ん
な
活
動
も

し
て
い
ま
す
（
協
議
会
活
動
）

◆
包
丁
と
ぎ
奉
仕
活
動

　（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
）

◆
ふ
れ
あ
い
菜
園
づ
く
り

　（
在
宅
支
援
部
会
）

◆
児
童
公
園
な
ど
の
遊
具
点
検

　（
児
童
部
会
）

◆
生
活
福
祉
資
金
の
活
用
啓
発

　（
生
活
向
上
部
会
）

◆
広
報
紙
の
発
行

　（
広
報
部
会
）

「
生
活
福
祉
資
金
」
で

生
活
の
立
て
直
し
を
！

福祉資金　福祉費
種　類 貸付対象

生 業 資 金 生業を営むのに必要な経費

技 能 習 得
資 金 資格・技能の習得に必要な経費など

住 宅 資 金 住宅の増改築、補修。災害による住宅の
修繕など

福 祉 用 具
購 入 資 金 福祉機器・用具を購入するための経費

障 が い 者 用
自 動 車
購 入 資 金

障がい者用自動車の購入に必要な経費

中 国 残 留 邦
人 等 国 民 年
金 追 納 資 金

中国残留邦人などにかかる国民年金保険
料の追納に必要な経費

療 養 資 金 けがや病気の療養に必要な経費など

介 護 資 金 介護サービス、障がい者サービスなどを
受けるのに必要な経費

教育支援資金
種　類 貸付対象

教 育 支 援 費 高等学校、大学などに就学するのに必要な
経費

就学支度資金 上記学校への入学に際し必要な経費

総合支援資金
種　類 貸付対象

生 活 支 援 費 失業や収入の減少により、生活再建までの
間に必要な費用

住 宅 入 居 費
住宅手当の支給対象者に対する敷金、礼金
など住宅の賃貸契約を締結するための必要
な経費

一 時 生 活
再 建 費

失業や収入の減少により、生活を再建する
ために一時的に必要な費用

生活福祉資金貸付制度栗山町子ども医療費助成制度
　町では北海道の基準に上乗せ（拡大）し、18 歳までのお子さ
んの、保険診療に関わる自己負担額について、「全額」または「一
部」を助成しています。
　詳しくは、町ホームページ「子どもの医療費助成制度」をご覧
ください。

【町ホームページ「子どもの医療費助成制度」QR コード】

※ＱＲコードは「株式会社デンソーウェーブ」の登録商標です。

【通院】
小学校入学前まで（北海道）
※ただし、町外通院の場合

所得により一部助成

【入院】 小学校卒業まで（北海道）

※小学生から高校生までの町外通院は助成対象外

町内医療機関受診分のみ対象年齢を高校生まで拡大（栗山町独自）※

高校生まで拡大（栗山町独自）

0 歳 就学前 12 歳 15 歳 18 歳
小学生 中学生 高校生

■栗山町の子ども医療費拡大部分【全額助成】

　

生
命
保
険
の
契
約
を
見
直
し
て

保
険
料
を
抑
え
る
と
、
楽
に
家
計

の
支
出
を
減
ら
せ
ま
す
。
食
費
な

ど
は
毎
月
や
り
く
り
が
必
要
で
す

が
、
生
命
保
険
は
一
度
見
直
す
と

翌
月
か
ら
ず
っ
と
見
直
し
の
効
果

が
続
く
か
ら
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
生
命
保
険
の
見
直

し
で
見
逃
し
が
ち
な
の
が
「
子
ど

も
の
医
療
保
険
」。
月
１
０
０
０

円
前
後
と
保
険
料
が
安
い
の
で
、

金
額
を
気
に
せ
ず
に
気
軽
に
加
入

し
て
、
万
が
一
に
備
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
場
合
の
万
が
一

と
は
、
手
元
の
お
金
で
は
足
り
な

い
時
の
た
め
に
備
え
る
と
い
う
こ

と
で
す
よ
ね
。

　

一
般
的
な
医
療
保
険
の
給
付

は
、
入
院
し
た
ら
１
日
５
０
０
０

円
、
ケ
ガ
で
通
院
２
０
０
０
円
な

ど
で
す
が
、
子
ど
も
の
医
療
費

は
、
住
ん
で
い
る
自
治
体
で
小
学

生
は
入
院
時
（
通
院
は
小
学
校
就

学
前
ま
で
）
の
自
己
負
担
分
（
病

院
の
窓
口
で
払
う
お
金
）
の
助
成

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
独
自
に
15
歳

ま
で
と
か
、
18
歳
ま
で
助
成
を
拡

大
し
て
い
る
自
治
体
も
増
え
て
い

ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
子
ど
も
の
医
療
保

険
は
こ
の
助
成
か
ら
外
れ
る
時
期

に
加
入
を
検
討
し
て
も
遅
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
教
育
資
金
目
的
の
学

資
保
険
な
ど
に
医
療
特
約
を
付
け

て
い
る
場
合
も
同
じ
で
す
。
特
約

を
つ
け
る
と
だ
い
た
い
は
元
本
割

れ
（
保
険
料
総
額
よ
り
も
受
取
満

期
総
額
が
少
な
く
な
る
）
す
る
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

月
１
０
０
０
円
の
保
険
料
を

払
っ
た
つ
も
り
で
７
年
間
貯
め
る

と
８
万
４
千
円
、
18
年
間
な
ら

21
万
６
千
円
！
「
ち
り
も
積
も
れ

ば
山
と
な
る
」
で
す
ね
。

子どもの医療保険コラム
お金のおはなし

文・星　洋子 さん
くりやまライフサポーター
応援ファイナンシャル・プランナー（FP）

払
え
る
か
ら
払
う
？

ほ
し　

よ
う
こ

１
級
Ｆ
Ｐ
技
能
士
、
２
級
Ｄ
Ｃ
プ
ラ
ン

ナ
ー
。
一
般
企
業
で
10
年
以
上
経
理
・
総

務
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
、
自
身
の
家
計

の
見
直
し
の
た
め
に
Ｆ
Ｐ
の
資
格
を
取
得
。

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
提
案
す
る
Ｆ
Ｐ
と
し
て

セ
ミ
ナ
ー
講
師
、
相
談
業
務
な
ど
を
中
心

に
活
躍
中
。

しあわせ・応援・ネットワーク

高齢者などの見守りの機会づくり
「ふれあい菜園」事業（苗の配布）
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今
年
度
は
、
と
き
わ
・
み
な
み

中
里
地
域
を
対
象
と
し
た
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
か
ら
、
自
身
や
ご
家
族
の
生

命
、
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
、

防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
地
域
】

　

と
き
わ
、
み
な
み
中
里
町
内
会

【
訓
練
内
容
】

　

住
民
避
難
訓
練
、
放
水
・
消
火
・

救
護
訓
練
、
応
急
手
当
・
Ａ
Ｅ

Ｄ
講
習
、
炊
き
出
し
訓
練
な
ど

【
災
害
体
験
】

　

煙
体
験
、
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

体
験
、
は
し
ご
車
乗
車
体
験

※
対
象
地
域
以
外
の
方
も
、
自
由

に
見
学
や
災
害
体
験
コ
ー
ナ
ー

を
利
用
で
き
ま
す
。

　

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
は
、

１
年
で
最
も
台
風
の
発
生
が
多
く

な
る
時
期
で
す
。

　

北
海
道
で
は
、
先
月
、
相
次
い

で
３
つ
の
台
風
が
上
陸
し
、
全
道

各
地
で
大
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
や

河
川
の
氾
濫
に
伴
い
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
道
路
、
農

地
の
冠
水
な
ど
の
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
が
、
幸
い
に
し
て
人
的
被

害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
台
風
に
よ
る
被

害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
接
近
す
る
前
】

□
避
難
所
、
避
難
所
ま
で
の
経
路

や
危
険
な
場
所
を
家
族
で
確
認

し
て
お
く

□
屋
外
の
植
木
な
ど
飛
散
し
そ
う

な
も
の
は
、
屋
内
に
片
付
け
て

お
く

□
大
雨
に
よ
る
浸
水
や
土
砂
災
害

の
危
険
が
あ
る
の
で
、
低
い
土

地
や
斜
面
の
そ
ば
に
住
ん
で
い

る
方
は
早
め
の
避
難
を
検
討

す
る

【
大
雨
や
暴
風
の
影
響
を
受
け
始

め
た
時
】

□
な
る
べ
く
外
出
は
避
け
る

□
町
の
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
な

ど
の
お
知
ら
せ
に
注
意
す
る

□
自
ら
危
険
を
感
じ
た
ら
屋
内
の

安
全
な
場
所
に
移
動
ま
た
は
避

難
す
る

□
ア
ン
テ
ナ
な
ど
の
補
修
の
た
め

に
屋
根
に
上
る
こ
と
は
絶
対
に

し
な
い

□
増
水
し
た
川
に
は
絶
対
に
近
づ

か
な
い

□
台
風
が
温
帯
低
気
圧
に
変
わ
っ

て
も
、
各
種
防
災
気
象
情
報
が

解
除
さ
れ
る
ま
で
は
、
川
の
増

水
や
土
砂
災
害
の
危
険
が
あ
る

の
で
、
川
や
が
け
に
は
近
づ
か

な
い

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
総
務
課
広
報
・
防
災
・

　

情
報
グ
ル
ー
プ
☎
�
７
５
０
１

　

札
幌
管
区
気
象
台
天
気
相
談
所

　

☎
０
１
１
（
６
１
１
）
０
１
７
０

救急の日
９月９日は命を救う救命処置

インタビュー

救命処置の流れ

経験が大事

肩
を
た
た
き
な
が
ら

「
わ
か
り
ま
す
か
」
な

ど
意
識
を
確
認
す
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
届
く
ま
で
の

間
、
胸
骨
圧
迫
と
人
工

呼
吸
を
行
う
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
音
声
案
内
に

従
っ
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
与
え
る
。

周
り
の
人
に
１
１
９
番

通
報
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
搬
送
を

お
願
い
す
る
。

▼

▼

▼

ＡＥＤとは・・・
　 心 室 細 動 を 起 こ し た 人 に 電 気
ショックを与えることで、正常な
リ ズ ム に 戻 す た め の 医 療 機 器 で
す。 正 式 に は Automated External 
Defibrillator（除細動器）、日本語で

「自動体外式除細動器」と言います。 

総合防災訓練を
実施します

（日時）10 月 2 日㈰
   9:00　開始
12:00     終了予定

（場所）栗山中学校校庭

緊
急
速
報
メ
ー
ル

（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）
を
配
信
し
ま
す

　

町
は
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生

し
た
際
、
災
害
・
避
難
情
報
を
町

民
の
皆
さ
ん
に
携
帯
電
話
で
お
知

ら
せ
す
る
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
総
合
防
災
訓
練
で
も
、

避
難
情
報
伝
達
広
報
訓
練
と
し
て

メ
ー
ル
配
信
を
行
い
ま
す
。

◆
配
信
内
容

【
訓
練
】
こ
ち
ら
は
栗
山
町
で
す
。

本
日
、
午
前
８
時
15
分
、
昨
夜
か

ら
の
大
雨
に
よ
り
河
川
水
位
が
上

昇
し
、
湯
地
地
区
の
一
部
に
お
い

て
床
下
浸
水
の
被
害
が
発
生
。
今

後
、
さ
ら
に
増
水
し
被
害
が
拡
大

す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
栗

山
町
災
害
対
策
本
部
は
と
き
わ
町

内
会
に
対
し
避
難
勧
告
を
発
令
し

ま
し
た
。
対
象
地
域
の
皆
さ
ん
は

栗
山
中
学
校
へ
移
動
す
る
な
ど
の

避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
は
訓
練
で
す
。
実
際
に
避

難
勧
告
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
場

合
も
緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
総
務
課
広
報
・
防
災
・

　

情
報
グ
ル
ー
プ
☎
�
７
５
０
１

災害から身を守るため
                     台風に備えましょう

　

家
族
や
身
近
な
人
が
突
然
目
の

前
で
倒
れ
た
時
、
救
命
処
置
を
適

切
に
行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
救
え

る
命
が
あ
り
ま
す
。

　

大
切
な
命
を
救
う
た
め
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
方
法
、
心
肺
蘇
生
法
を

学
び
ま
せ
ん
か
？

【
日　

時
】

　

９
月
11
日
㈰

　

午
後
１
時
～
３
時

【
場　

所
】

　

ホ
テ
ル
パ
ラ
ダ
イ
ス
ヒ
ル
ズ

【
内　

容
】

救
急
隊
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い
、
心
肺
蘇
生
法
、
応
急
処

置
な
ど
の
講
習

命を救うために
            できることがある

　

９
月
９
日
を
含
む
９
月
４
日
㈰

か
ら
か
ら
10
日
㈯
ま
で
の
１
週
間

は
「
救
急
医
療
週
間
」
で
す
。

　
「
救
急
の
日
」
お
よ
び
「
救
急

医
療
週
間
」
は
、
救
急
医
療
や
救

急
業
務
に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を

深
め
て
い
た
だ
き
、
か
つ
、
救
急

医
療
関
係
者
の
意
識
高
揚
を
図
る

た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

病
気
や
け
が
は
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
命
を
助
け
る
た

め
に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
。
こ
の
機
会
に
一
緒
に
考
え
ま

し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

　

生
活
安
全
課　

☎
�
０
１
５
０

　

消
防
署
で
は
、
町
内
会
行
事
や

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
開
催
時
に
発
生
し
た
心
肺

停
止
傷
病
者
の
救
命
活
動
に
備
え

る
た
め
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
申
請
方
法
】

申
請
書
（
消
防
署
備
え
付
け
）

に
必
要
事
項
記
入
の
う
え
、

消
防
署
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

あ
な
た
の
勇
気
が
命
を
救
う

救
命
救
急
講
習

レ
ン
タ
ル
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
活
用
を

　救命処置を経験す
ることはほとんどな
いと思いますが、経
験や訓練をしていな
ければ、本番では絶
対にうまくいきませ
ん。ぜひ、この機会
に救命救急の体験を
していただければと
思います。

南空知消防組合消防署
田村亮太 主任

【総合防災訓練スケジュール】
①住民避難訓練
　8：30 ～ 8：50
②放水・消火訓練
　9：10 ～ 9：50
③救護訓練
　9：50 ～ 10：10
④応急手当・AED 講習
　10：10 ～ 11：10
※災害体験
　9：10 ～ 11：45
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�

「
夢
の
生
態
サ
イ
ク
ル
」
実
現
に
向
け
て

　

昨
年
、
栗
沢
頭
首
工
改
修
工
事
に
よ
り

「
サ
ー
モ
ン
ロ
ー
ド
」
と
い
う
魚
道
が
完

成
し
、
夕
張
川
に
72
年
ぶ
り
に
サ
ケ
が
遡

上
し
ま
し
た
。

　

近
年
継
続
し
て
き
た
、
夕
張
川
を
基
軸

と
す
る
栗
山
青
年
会
議
所
運
動
の
大
き
な

一
つ
の
布
石
が
実
現
し
た
こ
と
に
な
り
、

先
輩
諸
氏
が
紡
い
で
き
た
9
年
間
の
運
動

の
実
績
と
関
係
諸
団
体
、
行
政
、
地
域
住

民
が
「
協
働
」
で
行
っ
て
き
た
成
果
だ
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
4
月
に
サ
ケ
の
稚
魚
放
流
会
を
行

い
、
約
１
万
匹
を
放
流
し
て
き
ま
し
た
。

サ
ケ
の
生
態
か
ら
ふ
る
さ
と
の
川
に
戻
っ

て
く
る
の
に
３
～
５
年
の
歳
月
が
か
か

り
、
最
も
多
い
の
は
４
年
サ
ケ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
帰
っ
て
来
る
サ
ケ
の
多

く
は
平
成
24
年
に
放
流
し
た
サ
ケ
で
す
。

　

北
海
道
で
は
、
沿
岸
ま
で
帰
っ
て
く
る

サ
ケ
の
回
帰
率
は
3
％
程
度
で
す
が
、
沿

岸
の
網
で
た
く
さ
ん
の
サ
ケ
が
つ
か
ま
る

の
で
、
ふ
る
さ
と
の
川
に
帰
っ
て
く
る
回

帰
率
は
、
そ
の
10
分
の
1
以
下
に
な
り
ま

す
。
１
万
匹
を
放
流
し
た
う
ち
の
３
０
０

こ
ん
に
ち
は
！

匹
は
沿
岸
ま
で
帰
り
、
故
郷
の
川
に
は
30

匹
に
満
た
な
い
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
１
匹
の
メ
ス
サ
ケ
が
産
卵
す
る
数

が
平
均
３
０
０
０
粒
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
サ
ケ
が
帰
っ
て
き
た
と
き

に
、
川
に
産
卵
す
る
場
所
が
少
な
い
と
次

に
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
稚
魚
は
増
え
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
在
の
サ
ケ
の
産
卵

場
所
と
な
る
雨
煙
別
川
は
、
ご
み
が
多
く

散
乱
し
、
今
後
、
サ
ケ
が
遡
上
す
る
上
で

の
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

雨
煙
別
川
に
持
続
的
に
サ
ケ
の
遡
上
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
産
卵
場
所
の
ご
み
問
題
と
自
然
産
卵
適

地
場
所
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。

　

こ
の
ふ
る
さ
と
の
川
の
魅
力
や
尊
さ
を

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
、
サ
ケ
が

戻
れ
る
川
づ
く
り
に
多
く
の
住
民
が
関
わ

る
こ
と
が
「
夢
の
生
態
サ
イ
ク
ル
」
の
実

現
へ
向
け
て
必
要
な
の
で
す
。

　

こ
の
実
現
が
、
地
域
住
民
の
ふ
る
さ
と

に
対
す
る
誇
り
と
帰
属
意
識
へ
と
つ
な
が

り
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
美
し
い
ふ
る

一
般
社
団
法
人
栗
山
青
年
会
議
所

　
　
　
　

理
事
長　

蛯
名　

勇
人

さ
と
栗
山
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な

が
る
の
で
す
。

【
ご
案
内
】

故
郷
の
川　

河
川
美
化
運
動

～
サ
ケ
が
遡
上
で
き
る
環
境
を
目
指
し
て
～

■
日　

時　

　

９
月
10
日
㈯　

午
前
９
時
～
正
午 

※
詳
し
く
は
、
今
月
の
広
報
折
込
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

昨年の河川美化運動の様子

町税納期限 納税は便利な口座振替を
ご利用ください

町税務課課税グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 5
納 税 に 関 す る 相 談
町税務課収納グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 6

課税内容に関する問い合わせ

全てコンビニで
納付ができます

後期高齢者医療保険料　③期

介 護 保 険 料　　　③期

国 民 健 康 保 険 税　　　③期

固 定 資 産 税　　　③期

}9 月 30 日（金）
ご相談は

お早めに！

事前に届け出が必要です
栗山町景観計画の届け出についてのお願い

住宅の外壁・屋根塗装などは

　

平
成
25
年
度
よ
り
、
栗
山
町
景
観
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
一
定
規
模
以
上
の
建

物
（
床
面
積
１
０
０
㎡
（
約
30
坪
）
を
超

え
る
、ま
た
は
高
さ
10
ｍ
を
超
え
る
建
物
）

で
、
新
築
・
増
築
を
す
る
場
合
、
外
壁
や

屋
根
を
塗
装
す
る
場
合
、
ま
た
外
壁
や
屋

根
を
張
り
替
え
る
場
合
は
、
着
工
前
に
届

け
出
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
建
物
の
色
や
高
さ
を
規
制
し
、

景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た

　彩度の高い色、鮮やかで派手な色を、外壁や屋根の全面に使用す
ることを規制しております。
　周囲と調和する色彩を使用し、景観に配慮したまちづくりにご協
力ください。
　なお、鮮やかな色をアクセントとして部分的に使用する事は可能
です。
　詳しくは町ホームページをご覧ください。

規制される色
め
の
も
の
で
す
。

　

お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
計
画
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
届
出
方
法
や
規
制
さ
れ
る
色
な

ど
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
は
、
左
記
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
届
出
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
建
設
水
道
課
技
術
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
３

栗山町内の景観写真を大募集！
住所年齢問わず誰でも応募可能

（平成 29 年 4 月 30 日締切）
グランプリには 2 万円相当の町特産
物を贈呈！こども賞アリ！
facebook などの SNS からも応募可
■問い合わせ
町建設水道課技術グループ
☎ 73-7513

募 集 中第 3 回
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ご
み
分
別
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
【申込先・問い合わせ】　

　町環境政策課
　環境政策グループ
　☎ 73-7511

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町住民生活課
　生活安全グループ
　☎ 73-7510

　

交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
道
内
で
も
８
月
23
日
現
在
で
、
交

通
事
故
発
生
件
数
が
６
８
５
８
件
、
交
通

事
故
に
よ
る
死
傷
者
が
８
２
１
８
人
と
前

年
よ
り
も
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
夕
暮
れ
か
ら
日

没
ま
で
の
時
間
が
急
激
に
早
ま
り
、
歩
行

者
の
事
故
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
過
去
５
カ
年
（
平
成
23
～
27
年
）
の

全
道
統
計
分
析
に
よ
る
歩
行
者
事
故
の
特

徴
を
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

【
歩
行
者
事
故
の
特
徴
】

○
死
亡
事
故
は
「
８
月
か
ら
11
月
」
に
か

け
て
増
加

○
死
者
の
約
９
割
が
「
高
齢
歩
行
者
」

○
自
動
車
側
の
事
故
原
因
で
最
も
多
い
の

は
「
前
方
不
注
意
」

○
時
間
帯
は
「
夕
暮
れ
か
ら
夜
間
に
か
け

て
」
の
午
後
６
時
か
ら
８
時
が
多
い

○
「
市
街
地
交
差
点
」
で
の
発
生
が
多
い

　

歩
行
者
は
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
反

射
材
用
品
な
ど
を
着
用
す
る
な
ど
、
交
通

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

【
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故

　

～ 

め
ざ
せ 

安
全
で
安
心
な
北
海
道 

～

【
運
動
の
重
点
目
標
】

○
日
没
時
間
が
早
ま
る
こ
と
に
よ
る
夕
暮

れ
時
と
夜
間
の
高
齢
歩
行
者
・
自
転
車

の
事
故
防
止

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車

乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止
（
特
に
、
反

射
材
用
品
等
の
着
用
の
推
進
お
よ
び
自

転
車
前
照
灯
の
点
灯
の
徹
底
）

○
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

9 月 21 日㈬～ 30 日㈮
秋の全国交通安全運動

10月 14 日㈮
ごみ処理施設見学会

■
対
象
区
域

　

駅
前
通
り
ほ
か

■
対
象
と
な
る
建
物

　

対
象
区
域
で
か
つ
て
事
業
に
使
用
さ
れ

て
い
た
店
舗
な
ど

■
補
助
対
象
者

　

年
２
６
０
日
（
通
年
営
業
）
以
上
営
業

で
き
る
新
規
に
出
店
す
る
個
人
ま
た

は
法
人

■
対
象
経
費

　

空
き
店
舗
な
ど
の
改
修
、
備
品
購
入
、

駐
車
場
整
備
な
ど
開
業
ま
で
に
要
し

た
経
費

■
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の

1/2
以
内
と
し
、
限
度

額
は
１
５
０
万
円

※
補
助
金
交
付
額
の
う
ち
２
割
を
く
り
や

ま
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
で
交
付

■
事
業
実
績

・
学
習
指
導
会
栗
山
教
室

・
司
法
書
士
い
し
お
か
事
務
所

■
対
象
期
間

　

平
成
29
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

　

☎
�
７
５
１
６

空

き

店

舗

活

用

支
援
事
業
補
助
制
度

空

き

店

舗

活

用

支
援
事
業
補
助
制
度

　
「
毎
日
大
変
な
分
別
を
し
て
い
る
け
れ

ど
、
収
集
さ
れ
た
ご
み
は
ど
の
よ
う
に

処
理
さ
れ
て
い
る
の
？
」「
分
別
を
す
る

と
ど
ん
な
良
い
こ
と
が
あ
る
の
？
」「
生

ご
み
袋
が
溶
け
る
素
材
な
の
は
ど
う
し

て
？
」
な
ど
、
日
々
の
生
活
の
中
で
ご
み

に
関
す
る
疑
問
を
持
た
れ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

町
で
は
、
実
際
に
ご
み
の
処
理
施
設
を

見
学
し
て
い
た
だ
き
、「
ご
み
問
題
」
に

つ
い
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、
ご
み
分

別
な
ど
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
機
会
に

な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【
日

時
】　

　

10
月
14
日
㈮　

午
前
９
時
～
正
午

【
行

程
】

（
午
前
９
時
）

　

継
立
南
部
公
民
館
出
発

（
午
前
９
時
15
分
）

　

角
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
出
発　

（
午
前
９
時
25
分
）

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」
出
発

（
午
前
９
時
30
分
）

　

役
場
正
面
玄
関
前
出
発　

（
午
前
９
時
35
分
）

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
出
発

（
午
前
９
時
45
分
）

　

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
見
学　

（
午
前
10
時
30
分
）

　

環
境
セ
ン
タ
ー
（
堆
肥
化
施
設
・
中
間
処

　

理
施
設
・
最
終
処
分
場
）
見
学

（
午
前
11
時
30
分
）

　

施
設
見
学
会
終
了

※
移
動
は
町
大
型
バ
ス
を
利
用

【
定

員
】

　

50
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

※
参
加
者
全
員
に
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

【
申
込
方
法
】

　

町
環
境
政
策
課
へ
電
話
で
予
約

【
申
込
期
間
】

　

９
月
１
日
㈭
～
10
月
７
日
㈮

「栗
く り

肥
ぴ っ と

土」秋の特別販売
■日　時　10 月 6 日㈭　9：00 ～ 11：00
■場　所　町役場駐車場（旧老人憩いの家付近）
■価　格　1 袋（10kg）300 円
■販売数量　500 袋
■特　典　5 袋につき 1 袋プレゼント
※無くなり次第、販売終了

　町では毎年 4 月に栗肥土の特別販売を行っていま
すが、「土づくりのため、秋にも特別販売を行ってほ
しい」との要望を受け、昨年に引き続き、今年も右
記のとおり販売することになりました。
　今回の特別販売は 5 袋購入の方に 1 袋プレゼント
の特典付きです。
　ぜひ、この機会にお買い求めください。

堆肥
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栗山町 検索

ＪＡそらち南（北輝男代表理事組合長）主催による
「第 2 回農業祭」が 8 月 6 日、ＪＡそらち南倉庫・駐
車場で行われました。町民や JA 組合員への感謝とお
礼、地域への恩返しとして昨年に引き続き開催。会場
内では地元産の農産物が並び、野菜の詰め放題では、
多くの方々がタマネギやジャガイモを袋いっぱいに入
れていました。その他、子ども縁日やステージショー、
餅まきなどたくさんのイベントも行われ、大勢の来場
者で賑わいました。

元産の農産物が並ぶ
JAそらち南農業祭地

笑う動作とヨガの呼吸法を合わせた笑いヨガ教室が
7 月 28 日、カルチャープラザ「Eki」で開かれました。
講師に笑いヨガティーチャーの植田美

み ゆ き

之さんを招き、
町民約 30 人が参加しました。「笑うことで呼吸が深く
なり、免疫力が上がります」と植田さん。参加者はさ
まざまなパターンの笑いヨガを体験し、会場には笑顔
の輪が広がりました。笑いヨガ教室は 10 月まで毎月
開催予定。詳しくは町地域包括支援センター(73-2255)
までお問い合わせください。

町では、平成 31 年度を目途に「ものづくり DIY 工房」
の建設に向けた事業をスタートしています。その一環
として、7 月 30 日から北海道介護福祉学校で 3D プ
リンターなど最新の工作機械を使って体験する「くり
やまものづくりサマースクール」が行われました。31
日は町民の親子 4 組を対象としたワークショップを開
催。担当スタッフの説明を受けながら、親子で協力し
て「木製時計」を作りました。参加者はアイデアを出
してカタチにできた時計を見て満足していました。

って延ばそう健康寿命
笑いヨガ教室笑

イデアをカタチに
くりやまものづくりサマースクールア

ー玉迷路ができた
開拓記念館で夏休み特別企画ビ

子どもたちの交流の場づくりを目的として 8 月 4 日、
作って遊ぼう「ビー玉迷路」が開拓記念館で行われま
した。株式会社日東総業（山本秀一代表取締役社長）
が主催し、小学 1 年生から 5 年生までの児童 25 人が
参加。同館職員や担当スタッフの説明を受けながら、
壁用の木にボンドを塗りベニヤ板に固定してから、仕
切りを付けて色を塗っていきました。参加した堀駿介
くん（栗山小 5 年）は「壁用の木を固定するのが難し
かったけど、完成できて良かった」と話していました。

中国人殉難者供養会が 8 月 7 日に日出の二岐共同墓
地で行われ、関係者約 30 人が参列しました。供養会は、
第二次世界大戦末期に角田炭鉱での厳しい労働によっ
て尊い命を失った中国人の方々の霊を追悼しようと、
昭和 47 年から実施。実行委員長の椿原紀昭町長は「今
日の日中友好のかげに、多くの中国人殉難者の方々の
犠牲があることを忘れることなく、安らかなご冥福を
祈り、併せて故国の繁栄と平和を念じます」と慰霊の
言葉を述べ、参列者全員で冥福を祈りました。

栗山町 検索

角田地区まちづくり協議会が主催する角田盆踊り大
会が８月 21 日、泉徳苑駐車場広場で開催されました。
角田地区では平成 22 年以降盆踊りが行われていない
ことから、子どもたちに夏の思い出を作ってもらい、
地域を盛り上げようと開催。当日は、角田小学校の児
童による傘踊りや子ども盆踊りなどが行われました。
また、盆踊り終了後には、子ども花火大会と泉徳苑花
火大会が行われ、来場者は残り少ない夏を楽しんでい
ました。

町主催の「戦没者追悼式」が８月 20 日、角田農村
環境改善センターで行われ、ご遺族や関係者など約
80 人が参列し、町出身の戦没者 411 人の御

み た ま

霊に祈り
を捧げました。黙とうの後、｢栗山町の明るい平和と
繁栄にご加護を賜りますよう念願します｣ と式辞を述
べ、栗山詩吟愛好会有志による献詩朗詠に続き、全員
で献花を行い、世界の恒久平和を祈りました。また、
会場には町民に協力を呼びかけて折られた千羽鶴も展
示されました。

継立納涼盆踊り（継立町内連合会・継立商工振興会・
継立子供育成会が主催）が 8 月 10 日、南部公民館駐
車場で行われました。当日は、「子ども仮装盆踊り大会」
と「大人仮装盆踊り大会」が行われ、浴衣姿やスパイ
ダーマン、「ワンピース」の麦わらのルフィなど人気
アニメキャラクターの衣装をまとって、子ども盆おど
り唄などの演奏と太鼓の音色にあわせて踊り、会場は
大いに賑わいました。また、納涼ビアガーデンも同時
に行われ、夏のひとときを楽しみました。

国の繁栄と平和を念ずる
中国人殉難者供養会故

のひとときを楽しむ
継立納涼盆踊り夏

るい平和と繁栄を念願
戦没者追悼式明

り少ない夏を楽しむ
角田地区で盆踊り大会を開催残



匠

　
　
　
　

の
ぬ
く
も
り
や
、
モ
ノ

　
　
　
　

作
り
の
楽
し
さ
を
子
ど

　
　
　
　

も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら

お
う
と
「
く
り
や
ま
の
匠
た
ち
」

（
村
中
奈
穂
子
代
表
）
が
主
催
す

る
「
匠
ま
つ
り
２
０
１
６
」
が
８

月
６
日
、
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
広
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
記
念

す
べ
き
10
回
目
を
迎
え
、
快
晴
の

中
、
町
内
外
か
ら
１
０
０
０
人
を

超
え
る
親
子
連
れ
な
ど
が
集
ま
り

ま
し
た
。
会
場
で
は
釘
早
打
ち
大

会
や
餅
ま
き
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
Ｓ
Ｌ
や
ブ
ル

ド
ー
ザ
な
ど
た
く
さ
ん
の
工
作

キ
ッ
ト
を
販
売
。
子
ど
も
た
ち
は

匠
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
、

金
づ
ち
や
く
ぎ
、
接
着
剤
を
使
っ

て
楽
し
そ
う
に
組
み
立
て
て
い
ま

し
た
。
丸
太
切
り
大
会
に
参
加
し

た
後
藤
有
志
く
ん
（
栗
山
小
３

年
）
は
「
初
め
て
丸
太
切
り
大
会

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
コ
ツ
を
つ
か

む
ま
で
は
切
る
の
が
難
し
か
っ
た

け
ど
、
最
後
ま
で
切
る
こ
と
が
で

き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
つ
り

木



※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

　
「
ロ
コ
モ
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
推
進
協
議
会
」

は
、
日
本
整
形
外
科
学
会
が
中
心
と
な

り
、
ロ
コ
モ
の
啓
発
と
ロ
コ
モ
に
負
け
な

い
日
本
を
作
る
た
め
立
ち
上
げ
ら
れ
た
組

織
で
、「
歳
を
と
っ
て
も
自
分
の
足
で
元

気
に
歩
け
る
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
準

備
を
若
い
う
ち
か
ら
一
人
で
も
多
く
の
方

に
始
め
て
ほ
し
い
！
」
と
い
う
思
い
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
「
ロ
コ
モ
度
テ

ス
ト
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

こ
の
テ
ス
ト
は
、
立
つ
・
歩
く
・
走
る
・

座
る
な
ど
、
日
常
生
活
に
必
要
な
「
身
体

の
移
動
に
関
わ
る
機
能
」
を
確
認
す
る
た

め
の
３
つ
の
テ
ス
ト
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。

　

図
の
よ
う
に
片
脚
ま
た
は
両
脚
で
、
決

ま
っ
た
高
さ
か
ら
立
ち
上
が
れ
る
か
ど
う

か
で
、下か

し肢
筋
力
の
程
度
を
判
定
し
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
大
股
で
振
り
だ
し
た
２
歩

分
の
歩
幅
を
測
定
し
、
こ
れ
を
自
分
の
身

長
で
割
っ
た
値
（
２
ス
テ
ッ
プ
値
）
を
求

め
ま
す
。

　

身
体
の
状
態
・
生
活
状
況
を
調
べ
る
た

め
の
25
項
目
の
質※
1

問
に
答
え
ま
す
。

【
判
定
】

ロ
コ
モ
度
１

　

移
動
機
能
の
低
下
が
始
ま
っ
て
い
る
状

態
で
す
。

①
ど
ち
ら
か
一
方
の
片
脚
で
40
ｃ
ｍ
の
高

さ
か
ら
立
ち
上
が
れ
な
い

②
ス
テ
ッ
プ
値
が
1.3
未
満

③
ロ
コ
モ
25
の
合
計
点
が
７
点
以
上

●
①
～
③
の
い
ず
れ
か
１
つ
が
当
て
は
ま

る
と
ロ
コ
モ
度
１

ロ
コ
モ
度
２

　

移
動
機
能
の
低
下
が
進
行
し
て
い
る
状

態
で
す
。

①
両
脚
で
20
ｃ
ｍ
の
高
さ
か
ら
立
ち
上
が

れ
な
い

②
２
ス
テ
ッ
プ
値
が
1.1
未
満

③
ロ
コ
モ
25
の
結
果
が
16
点
以
上

●
①
～
③
の
い
ず
れ
か
１
つ
が
当
て
は
ま

る
と
ロ
コ
モ
度
２

　

ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
に
関
連
し
て
、「
Ｔ

Ｒ
Ｙ
！
40
ｃ
ｍ
（
ト
ラ
イ
・
フ
ォ
ー

テ
ィ
ー
）」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
ま

す
。
こ
れ
は
、「
40
ｃ
ｍ
の
高
さ
か
ら
片

脚
で
立
ち
上
が
る
」
こ
と
を
、
幅
広
い
年

齢
層
の
方
に
挑
戦
し
て
も
ら
お
う
と
い
う

試
み
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
タ
ー
ト
と
し

て
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
動※
2
画
が
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
栗
山
町
の
皆
さ
ん
が
、
40
ｃ

ｍ
の
高
さ
か
ら
の
立
ち
上
が
り
に
ト
ラ
イ

し
て
い
る
姿
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
私

の
話
を
終
わ
り
ま
す
。

ロ
コ
モ
チ
ャ
レ
ン
ジ

２  

ス
テ
ッ
プ
テ
ス
ト

１  

立
ち
上
が
り
テ
ス
ト

３  

ロ
コ
モ
25

梶
整
形
外
科
医
院 

院
長

梶
　
良
行

医
療
法
人
社
団
サ
ン
ラ
イ
ン

【
日

程
】

　

９
月
20
日
㈫
（
女
性
限
定
）

　

９
月
21
日
㈬

【
場

所
】

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

【
健
診
機
関
】
北
海
道
対
が
ん
協
会

【
受
診
で
き
る
項
目
】

　

特
定
健
診
・
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
・

い
き
い
き
健
診
・
各
種
が
ん
検
診
（
胃
・

肺
・
大
腸
・
子
宮
・
乳
）

※
子
宮
・
乳
が
ん
検
診
は
９
月
20
日
の
み

で
す
。

※
各
健
（
検
）
診
に
定
員
が
あ
り
ま
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
は
対
象
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
町
広
報
４
月
号
に
折
り
込

ま
れ
た
「
保
健
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
」
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
眠
と
は
、「
夜
中
に
何
度
も
目
が
覚

め
る
」
な
ど
、
う
ま
く
眠
れ
ず
、
日
中
に

不
調
を
感
じ
る
状
態
を
言
い
ま
す
。

　

不
眠
の
原
因
は
、
生
活
習
慣
の
問
題
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、中
に
は
「
う
つ
病
」

が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
統
計
で
は
、
自
殺
の
原

因
の
約
半
数
が
「
う
つ
病
」
で
し
た
。
睡

眠
を
管
理
す
る
こ
と
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康

づ
く
り
や
自
殺
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
、
厚
生
労
働
省
が
睡
眠
に
関

す
る
指
針
を
11
年
ぶ
り
に
改
定
し
ま
し

た
。
睡
眠
は
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
の

た
め
の
重
要
な
要
素
で
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
役
立
て

ま
し
ょ
う
。

1
良
い
睡
眠
で
、
か
ら
だ
も
こ
こ
ろ
も
健

康
に

９
月
10
日
か
ら
16
日
は

「
自
殺
予
防
週
間
」
で
す

H ealt h     Health     H
ealth     Health     

H
ea

lth

！
【申込先・問い合わせ】　

　町保健福祉課
　健康推進グループ
　☎ 73-2256

元
気
が
一
番

ちゃんと眠れていますか？

集
団
健
（
検
）
診
の
お
知
ら
せ

2
適
度
な
運
動
、
し
っ
か
り
朝
食
、
ね
む

り
と
め
ざ
め
の
メ
リ
ハ
リ
を

3
良
い
睡
眠
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ

な
が
る

4
睡
眠
に
よ
る
休
養
感
は
、
こ
こ
ろ
の
健

康
に
重
要

5
年
齢
や
季
節
に
応
じ
て
、
ひ
る
ま
の
眠

気
で
困
ら
な
い
程
度
の
睡
眠
を

6
良
い
睡
眠
の
た
め
に
は
、
環
境
づ
く
り

も
重
要

7
若
年
世
代
は
夜
更
か
し
避
け
て
、
体
内

時
計
の
リ
ズ
ム
を
保
つ

8
勤
労
世
代
の
疲
労
回
復
・
能
率
ア
ッ
プ

に
、
毎
日
十
分
な
睡
眠
を

9
熟
年
世
代
は
朝
晩
メ
リ
ハ
リ
、
ひ
る
ま

に
適
度
な
運
動
で
良
い
睡
眠

�
眠
く
な
っ
て
か
ら
寝
床
に
入
り
、
起
き

る
時
刻
は
遅
ら
せ
な
い

�
い
つ
も
と
違
う
睡
眠
に
は
、
要
注
意

�
眠
れ
な
い
、
そ
の
苦
し
み
を
か
か
え
ず

に
、
専
門
家
に
相
談

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡
眠
指
針

睡
眠
12
箇
条

救
急
医
療
の
適
切
な
利
用
を

　

救
急
医
療
機
関
の
休
日
や
夜
間
の
緊
急

措
置
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、
限
ら
れ
た
検
査
や
治
療
し
か
で
き
ま

せ
ん
。
日
中
か
ら
症
状
の
あ
る
方
や
軽
い

症
状
の
方
は
、
通
常
の
診
療
時
間
帯
に
受

診
す
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

緊
急
性
の
あ
る
患
者
さ
ん
が
速
や
か
に

治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
急
な
病
気
や
ケ
ガ
で
迷
っ
た
ら
…

　

救
急
医
療
相
談
窓
口
「
救
急
安
心
セ
ン

タ
ー
さ
っ
ぽ
ろ
」
へ
連
絡

○
短
縮
ダ
イ
ア
ル

　

☎
「
＃
７
１
１
９
」

○
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
一
部
Ｉ
Ｐ
電
話　

　

☎
０
１
１
（
２
７
２
）
７
１
１
９

※
24
時
間
年
中
無
休
で
看
護
師
が
相
談
に

対
応
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◆講　師
　特定医療法人朋友会　石金病院
　副院長　香坂  雅子　氏
◆日　時
　10 月７日㈮　14：00 ～ 15：30
◆場　所
　カルチャープラザ「Eki」
　多目的ホール
◆参加費
　無料
◆申込期限
　9 月 30 日㈮まで

平成 28 年度
こころの健康づくり講演会

「こころと眠りのふかーい関係」
～知ろう睡眠、防ごう睡眠障害～

健康マイレージ 2 ポイント

「
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！
40
ｃ
ｍ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

※ 1：インターネットで「ロコモチャレンジ」を検索すると、日本整形外科学会公認ロコモティブシンドローム予防啓発公式
サイトが出てきますので、詳細がご覧いただけます。

※ 2：インターネットで「トライ・40 ｃｍ」で検索すると、2 分 06 秒の動画がご覧いただけます。

無理をしないように気をつけましょう

介助者の元で行いましょう

① 10 ～ 40cm の台を用意する。
40cm の台に両腕を組んで腰掛けた
状態から立ち上がり、そのまま 3 秒
間保持する。

② 40cm の台から立ち上がれたら、①の姿勢に戻り、
片脚で立ち上がり 3 秒間保持する。

反動をつけず
に立ち上がる

70 度

10cm 20cm 30cm 40cm

反動をつけず
に立ち上がる

立ち上がって
3 秒間保持

ひざを軽く曲げても OK

できるだけ大股で歩きます

最大 2 歩幅（2 ステップの長さ）



　頭ごなしに命令するのは簡単ですが効果的ではありません。「何をすればよいか」
を肯定的表現を使って伝えましょう。

×散らかさないの　　　→　○片付けようね
×走っちゃダメ　　　　→　○歩こうね
×大きな声出さないで　→　○小さな声で話そうね
×お店の物は触らない　→　○お店の物は見るだけね

　このように、伝え方をちょっと変えるだけで子どもは行動に移す気になっていき
ます。
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高野昭男氏絵画展
期　間／ 9 月 1 日㈭～ 10 日㈯

栗山うたごえ喫茶
日　時／ 9 月 10 日㈯

　　　　 14：00 ～ 16：00

入場料／ 500 円 （お菓子付き、飲み物

　　　　  各自オーダー）

消費者協会パネル展
ーやっぱり食べ物が大事！―

期　間／ 9 月 14 日㈬～ 22 日㈭

秋まつり特別イベント
期　間／ 9 月 24 日㈯～ 26 日㈪

内　容／栗山町特産品販売

　　　　 おでん・ビールなどの販売

　　　　 札幌の人気ラーメン店「羅妃焚

　　　　 （ラピタ）」の出店

大好評！手打ちそば
※限定30食

★今月の「そばの日」　
　9 月 2 日・9 日・16 日・30 日
　（毎週金曜日　11：00 ～）

【ホール・会議室ご利用のご案内】
　サークルや団体の催し、商品の展示会

などでのご利用をお待ちしています。

　まずはご相談ください！ 

ま ち の ひ ろ ば

【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ 72-0706
  指定管理者　たかはしダリア

最新情報を簡単アクセス
URL
http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株式会社デンソーウェーブ」の登録商標です。

☎ 72-3581

南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

毎月
第 2・4 水曜日

13：00
～ 15：00

消費生活
相談室 です

消費生活
相談室

栗山公園
だよりVol.102

栗山公園
だより

★☆☆砂場 de 宝さがし☆☆★★☆★砂場 de 宝さがし★☆★★☆★砂場 de 宝さがし★☆★

・テレビショッピングでは、返品条件などについて表示時間が
短く、わかりにくいことがあります。印象だけにとらわれず、
返品条件や使い方などをよく確認してから注文しましょう。

・テレビショッピングなどの通信販売にはクーリング・オフの
制度はなく、事業者が返品の特約を設けている場合でも、「開
封後の返品は不可」「使用後は返品できない」などの条件が
あることもあり、注意が必要です。

■アドバイス

【国民生活センター相談事例】
　テレビショッピングで、簡単に腹筋を鍛え
ることができるという健康器具を注文し、届
いてすぐに試してみたが思ったようにできなかった。
　返品しようと業者に連絡すると、「開封した場合、返品は受け付
けられない」と言われた。
　「実際使ってみなければわからないではないか」と苦情を言った
が、「返品についてはテレビでも伝えているし、同封している書類
にも書いてある」と、こちらの言い分を聞いてくれなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （70 歳代女性）

テレビショッピング契約条件を
よく確認しましょう

まちの駅
イベント
まちの駅
イベント9月

【問い合わせ】
  まちの駅　「栗夢プラザ」
  ☎ 73-5515・Fax 73-5535
  開館時間  10：00 ～ 17：00

　みんな大スキな砂場の中に宝のカプセルが 3 個埋まっていま
す！！
　スコップ＆シャベルを使って掘り当ててくださいネッ♪
　カプセルの中は…ヒ・ミ・ツです (*^ ▽ ^*) 楽しみにしてい
てください★
　みんなで仲良く、楽しい思い出を作ろう！！
期　間／ 9 月 1 日㈭～ 30 日㈮
時　間／ 10：00 ～ 16：00
場　所／公園内　砂場
※ 1 日 3 個の宝が出たらおしまいです。また、翌日にチャレン

ジしてください。
※スコップ＆シャベルの無料貸出しは数に限りがありまので、

持参しても構いません。
【問い合わせ】
　町子育て支援センター
　☎ 72- 1280  Fax 72-1320

　子どもに対して感情的になるのは自然なことだけれども、それをコントロールす
る術を身につけるのも必要なことです。
　例えば、その場で深呼吸するとか目を閉じて 10 数えてみるなど、冷静になれる
なら何でも良いのです。自分なりの「気持ちが落ち着く行動」を見つけてください。
　落ち着くことができれば言葉もやわらかくなり、子どもの心にも伝わるようにな
りますよ。
※参考文献：「1 人でできる子になる『テキトー母さん』流子育てのコツ」
　　　　　　立石美津子著

子育て講演会
　運動神経が身に付くタイムリミットをご存じです
か？昨年好評だった須合先生を今年もお招きして、子
どもの成長を高めるコツをお話していただきます。

日　時／ 9 月 12 日㈪　18：30 ～ 20：00
講　師／須合　幸司氏
　　　　（北海道教育大学附属札幌小学校　栄養教諭）
内　容／知っていて損はしない、子どもの成長を加速
　　　　させる方法
場　所／総合福祉センター「しゃるる」大ホール

※託児もありますので、ぜひご参加ください。

怒鳴らず子どもの心に届く伝え方怒鳴らず子どもの心に届く伝え方怒鳴らず子どもの心に届く伝え方
●　普段、子どもにガミガミ怒っていませんか？

　「早くしなさい」「ちゃんとしなさい」「しっかりしなさい」「いいかげんにしなさい」
これらは親が子どもを注意する時によく使われる言葉です。どれもあいまいでわか
りづらい指示ですよね。親が子どもにしてもらいたい行動は、もっと具体的にわか
りやすく伝えることが大切です。
　例えば、順番を守れない時に「ちゃんと順番を守りなさい」と叱られても「ちゃ
んと」って何？と、子どもにはよくわかりません。そこで、「○○ちゃんの次だよ」
と具体的に伝えてあげると、子どもは先の見通しがつくので、順番を待つことがで
きるようになります。

●　否定形ではなく肯定形で伝える

●　自分なりの「気持ちが落ち着く行動」を



く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

知
っ
て
お
き
た
い
検
察
審
査
会

　

検
察
官
の
不
起
訴
処
分
が
妥
当
か

ど
う
か
を
審
査
す
る
機
関
と
し
て
「
検

察
審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。
11
人
の

審
査
員
が
審
査
を
行
い
、
申
し
立
て

や
相
談
は
無
料
。
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
検
察
審
査
員
は
選
挙
権
を

持
っ
て
い
る
人
の
中
か
ら
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
ま
す
。
検
察
審
査
員
に
選

ば
れ
た
と
き
は
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
検
察
審
査
会
事
務
局

（
岩
見
沢
市
４
条
東
4
丁
目
）

☎
０
１
２
６（
２
２
）６
６
５
０

（
内
線
27
）

消
防
職
員
に
よ
る
一
般
家
庭
の
防
火

査
察
を
実
施

　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
や

維
持
管
理
状
況
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の

取
付
状
況
な
ど
の
確
認
を
す
る
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
お
宅
に
消
防
職
員
が

訪
問
し
ま
す
。「
い
ざ
」
と
い
う
時
に

し
っ
か
り
作
動
す
る
よ
う
、
日
頃
か

ら
お
手
入
れ
と
点
検
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
本
体
は
、
セ
ン

サ
ー
な
ど
の
寿
命
に
よ
り
、
お
お
む

ね
10
年
を
目
安
に
交
換
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

◆
対

象

　
「
中
央
」「
松
風
」「
朝
日
」「
富
士
」「
中

里
」「
桜
丘
」「
湯
地
」「
錦
」
地
区

◆
期

間

　

9
月
5
日
㈪
～
10
月
23
日
㈰

◆
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
5
０

特
定
疾
患
な
ど
の
患
者
に
通
院
費
を

助
成

◆
対

象

　

特
定
疾
患
の
治
療
や
人
工
透
析
の
た
め

通
院
（
合
併
症
の
た
め
町
外
の
医
療
機

関
に
通
院
）
さ
れ
て
い
る
方

◆
助
成
内
容

　

通
院
費
の
一
部
を
助
成　

◆
申
請
受
付　

　

平
成
28
年
4
月
か
ら
9
月
分（
上
期
分
）

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
請
方
法

　

申
請
書
（
印
鑑
）、
通
院
証
明
書
の
提

出
が
必
要

※
北
海
道
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
実
施

要
綱
に
よ
る
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
は
、
通
院
証
明
書
の
代

わ
り
に
病
院
で
発
行
す
る
領
収
書
の
提

出
に
よ
る
申
請
が
可
能
で
す
。

◆
申
請
期
限　

　

10
月
11
日
㈫

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
保
健
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２

国 民 年 金
≪年金受給者の皆さんへ≫
「扶養親族等申告書」は

　　期限までに提出しましょう！

　老齢年金や退職年金は雑所得として所得税の課税
対象とされています。
　課税対象となる受給者の方には、9 月上旬までに
日本年金機構から「扶養親族等申告書」が送付され
ますので、提出期限の 9 月 30 日㈮までに必ず提出し
てください。
　この申告により、平成 29 年中に受けられる年金に
かかる所得税の源泉徴収税額が決まります。

もし提出を忘れると各種控除が受けられないため、
所得税の源泉徴収税額が多くなり、払込額が減額と
なる場合がありますのでご注意ください。

〈平成 29 年「扶養親族等申告書」が送付される方〉

年齢 65 歳未満 年金額が 108 万円以上の方
65 歳以上 年金額が 158 万円以上の方

■問い合わせ
日本年金機構　年金ダイヤル
☎ 0570-05-1165
町住民生活課住民・国保グループ
☎ 73-7509

　

支
援
の
必
要
な
お
子
さ
ん
に
医
療
費
な

ど
を
助
成

　
　

町
で
は
、
支
援
の
必
要
な
お
子
さ
ん

に
対
し
、
道
立
子
ど
も
総
合
医
療
・
療

育
セ
ン
タ
ー
（
コ
ド
モ
ッ
ク
ル
）
と
児

童
発
達
支
援
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

◆
医
療
費
の
助
成

◇
対　
　

象　

町
内
在
住
の
児
童

◇
助
成
内
容

　

道
立
子
ど
も
総
合
医
療
･
療
育
セ
ン

タ
ー
に
か
か
る
医
療
費
の
一
部
を
助
成

※
各
医
療
費
（
重
度
心
身
障
害
者
、
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
、
乳
幼
児
）
の
助
成
を

受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

◆
利
用
料
金
の
助
成

◇
対　
　

象　

　

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
利
用
者

◇
助
成
内
容

・
町
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
利

用
料
金
の
全
額
を
助
成

・
町
外
事
業
所
利
用
料
金
の
½
を
助
成

◆
交
通
費
の
助
成

◇
対　
　

象　

　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
保
護
者
１
人
分

◇
助
成
内
容

　

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
際
、
最
低

運
賃
の
½
を
助
成

※
町
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

利
用
に
か
か
る
交
通
費
の
助
成
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
他
の
割
引
制
度
が
あ
る
場
合
は
、
制
度

利
用
後
の
運
賃
の
½
を
助
成
し
ま
す
。

◆
申
請
受
付　

　

平
成
28
年
4
月
か
ら
9
月
分（
上
期
分
）

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
申
請
方
法

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限　

10
月
11
日
㈫

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
保
健
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２

　

２
つ
の
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
　

　
　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ（
５
％
→
８
％
）

に
よ
る
影
響
の
緩
和
、
賃
金
引
き
上
げ

の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低
所
得
の
年
金

受
給
者
支
援
を
そ
れ
ぞ
れ
目
的
と
す
る

二
つ
の
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
町
か

ら
申
請
書
が
届
い
た
方
は
、
期
間
内
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
給
付
金
名
称

　

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

◆
支
給
対
象
者

　

平
成
28
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
に
該

当
す
る
方
（
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
方
、
生
活
保
護
受
給
者
は
対
象
外
）

◆
支
給
額　

一
人
３
千
円

◆
受
付
期
間　

11
月
30
日
㈬
ま
で

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
支
給
対
象
者
全
員
分
の
本
人
確
認
書
類

　

運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
年
金
証

書
等
の
写
し
な
ど
、
い
ず
れ
か
一
つ

②
通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
（
振

込
先
口
座
確
認
書
類
）
の
写
し

③
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

◆
給
付
金
名
称

　

障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

◆
支
給
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
方

①
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給

対
象
者

②
平
成
28
年
４
月
に
障
害
、
遺
族
年
金
を

受
給
し
た
方
（
今
年
３
月
に
実
施
し
た

高
齢
者
向
け
の
臨
時
福
祉
給
付
金
を
受

給
し
た
方
は
対
象
外
）

◆
支
給
額　

一
人
３
万
円

◆
受
付
期
間　

11
月
30
日
㈬
ま
で

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
手
続

き
に
必
要
な
も
の
①
～
③

・
障
害
・
遺
族
年
金
の
受
給
が
確
認
で
き

る
書
類

　

年
金
額
改
定
通
知
書
、
年
金
証
書
な
ど

※
支
給
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
の
い

る
世
帯
に
、
町
か
ら
個
別
に
申
請
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

※
両
方
の
給
付
金
の
要
件
を
満
た
し
た
方

は
３
万
３
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
代
理
人
の
方
が
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

委
任
状
（
申
請
書
裏
面
）
と
代
理
人
の

方
の
本
人
確
認
書
類
も
必
要
で
す
。

※
平
成
28
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ

た
方
は
、
前
住
所
地
で
の
申
請
と
な
り

ま
す
の
で
前
住
所
地
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
保
健
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２

高
齢
者
の
徘
徊
に
お
悩
み
の
家
族
の

方
へ

　
　

認
知
症
に
よ
る
徘
徊
行
動
の
あ
る
高

齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
G
P
S
機
能
に
よ

る
徘
徊
探
知
機
利
用
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

　
　

徘
徊
探
知
機
は
、
専
用
の
携
帯
端
末

を
持
っ
た
人
の
現
在
位
置
を
電
話
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
も
の
で
、

行
方
の
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
高
齢
者
の

お
お
よ
そ
の
位
置
を
特
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
事
業
名
称

　

認
知
症
高
齢
者
徘
徊
探
索
サ
ー
ビ
ス
利

用
助
成
事
業

◆
対　
　

象

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
本
町
に
住

所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
認
知
症
に
よ

る
徘
徊
行
動
が
見
ら
れ
る
方
を
介
護
す

る
家
族
ま
た
は
親
族

①
介
護
保
険
法
に
よ
る
要
介
護
認
定
に
お

い
て
、
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
１

以
上
の
方

②
医
師
に
よ
る
診
断
で
認
知
症
と
認
め
ら

れ
た
方

◆
助
成
額

　

上
限　

１
１
5
０
０
円

※
助
成
対
象
経
費
は
、
徘
徊
探
知
機
の
機

器
購
入
費
や
加
入
料
金（
登
録
手
数
料
）

に
要
す
る
費
用
と
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

町
保
健
福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー
プ

☎
�
２
２
５
５

く
ら
し

9
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
September
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く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

硬
式
テ
ニ
ス
講
習
会

◆
日

時

9
月
10
日
㈯
～
10
月
15
日
㈯

毎
週
土
曜
日　

午
前
9
時
～
11
時

◆
場

所

角
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

◆
対

象

・
ジ
ュ
ニ
ア（
年
長
～
小
学
6
年
生
）

・
一
般

◆
持
ち
物

ラ
ケ
ッ
ト
、タ
オ
ル
、水

◆
指
導
員

栗
山
テ
ニ
ス
協
会
指
導
部

◆
申
込
締
切　

9
月
5
日
㈪

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
テ
ニ
ス
協
会
理
事
長   

亀
田
京
子

☎
0
9
0
（
6
4
4
5
）
9
5
6
6

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

◆
場
所
・
講
習
日

･
岩
見
沢
市　

10
月
11
日
㈫
～
14
日
㈮

･
札
幌
市　

10
月
20
日
㈭
～
21
日
㈮

◆
科

目

･
危
険
物
に
関
す
る
法
令

･
基
礎
的
な
物
理
学
お
よ
び
化
学

･
危
険
物
の
性
質
な
ら
び
に
そ
の
火
災
予

防
お
よ
び
消
火
の
方
法

･
練
習
問
題

◆
受
付
期
間

講
習
日
の
１
週
間
前
ま
で
（
予
定
人

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会
・
救
急

員
養
成
講
習
会

【
継
続
講
習
会
】

◆
日　
　

時　

10
月
２
日
㈰

午
後
0
時
45
分
～
4
時
45
分

◆
対　
　

象　

赤
十
字
救
急
員
の
資
格
取

得
後
２
年
以
上
経
過
し
た
方

【
基
礎
講
習
会
】

◆
日　
　

時　

10
月
16
日
㈰

午
後
0
時
30
分
～
4
時
30
分

◆
対　
　

象　

満
15
歳
以
上
の
方

※
講
習
会
当
日
、
検
定
を
行
い
合
格
者
に

「
赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
修
了
者
認

定
証
」を
交
付
し
ま
す
。（
5
年
間
有
効
）

【
救
急
員
養
成
講
習
会
】

◆
日　
　

時　
10
月
30
日
㈰
・
11
月
６
日
㈰

午
前
8
時
45
分
～
午
後
4
時
30
分

◆
対　
　

象　

救
急
法
基
礎
講
習
を
修
了

し
、
認
定
さ
れ
た
方

※
講
習
終
了
後
、
検
定
を
行
い
合
格
者
に

「
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
認
定
証
」
を

交
付
し
ま
す
。（
5
年
間
有
効
）

◆
場　
　

所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

◆
定　
　

員　

各
20
人

◆
受
講
料

【
継
続
講
習
会
】
１
０
０
０
円

【
基
礎
講
習
会
】
１
５
０
０
円

【
養
成
講
習
会
】
１
７
０
０
円

◆
申
込
期
限

【
継
続
講
習
会
】
９
月
23
日
㈮
ま
で

【
基
礎
講
習
会
】
10
月
７
日
㈮
ま
で

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
保
健
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー

プ
内

日
赤
栗
山
町
分
区
事
務
局

☎
�
２
２
２
２

９月 10 日は下水道の日
　「下水道の日」は、昭和 36 年に当時の建設省、

厚生省、日本下水道協会が、整備の遅れていた

下水道の全国的な普及促進を目的として「全国

下水道促進デー」として制定したのが始まりで

す。その後、平成 13 年に旧下水道法制定 100

年を記念して、より親しみのある「下水道の日」

という名称に変わりました。

●なぜ 9 月 10 日？●
　下水道の大きな役割のひとつである「雨水の

排除」を念頭に、台風シーズンである 220 日に

ちなんで 9 月 10 日と定められました。（立春か

ら数えて 220 日にあたる 9 月 10 日頃は、台風

が多く「にひゃくはつか」と呼ばれています）

●下水道の普及率●
　 平 成 27 年 3 月 31 日 現 在、 全 国 の 下 水 道

普及率（福島県を除く）は 77.6％、北海道は

90.4%、栗山町は 74.9% となっています。

　また、下水道だけでなく農業集落排水や合併

浄化槽などを含めた汚水処理人口普及率（福島

県を除く）は全国で 89.5%、北海道は 94.7%、

栗山町は 91.2% です。

　下水道の日を機会に、今一度、下水道の役割、

重要性について考えてみませんか。

みんなの

水 道

■問い合わせ
町建設水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

第
16
回
栗
山
町
押
し
花
サ
ー
ク
ル

作
品
展

◆
日　
　

時　

9
月
16
日
㈮
～
30
日
㈮　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

◆
場　
　

所

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

２
階　

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
無
料
体
験
会

　

９
月
22
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

 
押
し
花
を
使
っ
た
動
物
の
壁
か
け
り　

◆
問
い
合
わ
せ

押
し
花
サ
ー
ク
ル　

安
達

☎
�
５
５
０
９

第
17
回
空
知
地
域
精
神
障
が
い
者

家
族
大
会
in
く
り
や
ま

◆
日　
　

時　

10
月
1
日
㈯  

午
後
1
時
～
4
時

（
受
付　

午
後
0
時
30
分
～
）

◆
場　
　

所

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

１
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

◆
内　
　

容

①
基
調
講
演

　

演
題
「
訪
問
家
族
支
援
に
つ
い
て
」

　
　
　
　

A
C
T
っ
て
何
？

　

講
師　

酒
井
一
浩
氏

　
　
　
　
（
お
お
え
ク
リ
ニ
ッ
ク
ゆ
う
）

②
交

流　

◆
問
い
合
わ
せ

大
会
事
務
局　

中
井

☎
�
３
３
０
８

南
空
知
４
町
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会

◆
日

時

　

10
月
9
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
3
時

◆
場

所

角
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◆
入
場
料　

5
0
0
円（
全
席
自
由
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

角
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
6
０
4
０

　

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

◆
場
所
・
講
習
日

･
岩
見
沢
市　

ま
な
み
ー
る

　

10
月
4
日
㈫

･
札
幌
市　

北
海
道
自
治
労
会
館

　

10
月
14
日
㈮
・
12
月
2
日
㈮

　

そ
の
他
、
各
地
で
実
施

◆
対

象

①
現
在
、
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
平

成
26
年
３
月
31
日
以
前
に
保
安
講
習

を
受
講
し
て
い
る
方

②
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
な

か
っ
た
方
が
、
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ

た
場
合
は
、
そ
の
従
事
す
る
こ
と
と

な
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
受
講
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
②
に
該
当
す
る
方
で
、
過
去
２
年
以
内

に
免
状
の
交
付
ま
た
は
講
習
を
受
け

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
免
状
交
付
日

ま
た
は
講
習
日
か
ら
３
年
以
内
に
受

講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
受
付
期
間　

受
講
希
望
日
の
10
日
前
ま
で

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

消
防
設
備
士
試
験
準
備
講
習

◆
講
習
科
目

･
甲
・
乙
種
第
１
類
（
屋
内
消
火
栓
設
備
、

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
、
水
噴
霧
消

火
設
備
屋
外
消
火
栓
設
備
）

･
甲
・
乙
種
第
４
類
（
自
動
火
災
報
知
設

備
、
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報

知
設
備
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
）

･
乙
種
第
６
類  （
消
火
器
）

◆
講
習
日
程

･
甲
・
乙
種
第
１
類

　

９
月
29
日
㈭   

午
後
１
時
～
５
時

　

９
月
30
日
㈮   

午
前
９
時
～
午
後
５
時

･
甲
・
乙
種
第
４
類

　

９
月
26
日
㈪
～
27
日
㈫

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

･
乙
種
第
６
類

　

９
月
28
日
㈬   

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

９
月
29
日
㈭   

午
前
９
時
～
正
午

◆
場
所　

　

札
幌
市　

北
海
道
建
設
会
館

◆
受
付
期
間　

９
月
14
日
㈬
ま
で

◆
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
5
０

秋祭り
栗 山 天 満 宮 例 大 祭
9 月 2 4 日 土 ・ 2 5 日 日 ・ 2 6 日 月

露 店 出 店 路 線 は 右 図 の と お り 、「 駅 前 通 り 」 と 「 公 園 通 り 」 で す 。

■ 問 い 合 わ せ 　 ※ 祭 典 行 事 関 係 … 栗 山 天 満 宮 　 ☎ 7 2 - 1 3 7 0

栗 山 駅

栗山天満宮

駅 

前 

通 

り

公 園 通 り

中 央 通 り

国 

道 

２ 

３ 

４ 

号 

線雨 

煙 

別 

川

催
し

講
習

9
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
September

29 広報くりやま   2016. 9 282016. 9　広報くりやま   



く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

4/1 ～ 8/15 までの総数
10,350 件

【問い合わせ】町経営企画課　☎ 73-7503

ご厚意ありがとうございます。

120,493,089 円

【
7
月
16
日
～
8
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

氏　

 

名　

    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

成
田
奏そ

う
す
け理 

7/11

佐
藤
文ふ

み
か夏 

7/14

西
野
つ
む
ぎ 

8/5

貴

則

な
ぎ
さ

嘉

宏

尚

美
恒

佑

佳

朝
日
３

角

田

三
日
月

平成 28 年度  ふるさと応援寄附

無
料
法
律
相
談

　
　

法
律
で
お
悩
み
の
方
を
対
象
に
無
料

法
律
相
談
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
・
場
所

　

9
月
16
日
㈮
・
30
日
㈮　

　

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
30

分
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料

　

無
料
（
定
員
6
人
）

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権
あ
ん
し

ん
相
談

9
月
5
日
㈪
か
ら
11
日
㈰
ま
で
は
、

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
で
す
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す
る
虐

待
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
人
権
に
関
す
る
悩
み
事
や
心
配

事
に
つ
い
て
、
法
務
局
職
員
や
人
権
擁

護
委
員
が
相
談
時
間
を
延
長
し
て
対
応

し
、
解
決
に
導
き
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
遵
守
さ

れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
時
間　

・
９
月
5
日
㈪
～
9
日
㈮

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
７
時

・
９
月
10
日
㈯
～
11
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

◆
電
話
番
号

　

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７
０
（ゼ

ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
ひ
ゃ
く
と
う
ば
ん

０
０
３
）
１
１
０

岩
見
沢
公
証
役
場「
休
日
無
料
相
談
所
」

次
の
通
り
、
公
証
業
務
に
関
す
る

無
料
休
日
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

◆
日　
　

時

10
月
1
日
㈯　

午
前
9
時
～
正
午

（
事
前
に
予
約
が
必
要
）

◆
主
な
相
談
内
容

老
後
の
く
ら
し
（
遺
言
、
任
意
後
見
契

約
、
尊
厳
死
宣
言
）、
離
婚
に
よ
る
養

育
費
・
慰
謝
料
な
ど
の
支
払
い
、
お
金

の
貸
し
借
り
、不
動
産
の
賃
貸
借
契
約
、

株
式
会
社
の
定
款
認
証
な
ど

◆
場
所
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
公
証
役
場

（
岩
見
沢
市
4
条
西
1
丁
目
2
番
地
5

Ｍ
Ｙ
岩
見
沢
ビ
ル
2
階
）

☎
０
１
２
６
（
２
２
）
１
７
５
２

町
へ

【
物

品
】

◇
株
式
会
社
エ
ク
セ
ル
シ
ャ
ノ
ン（
東
京
都
）

◇
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
コ
ポ
ロ
の
会

◇
菱
谷　

誠
さ
ん

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
三
浦　

英
昭
さ
ん
（
朝
日
4
）

◇
太
田　

欣
仁
さ
ん
（
松
風
2
）

◇
ケ
ー
ナ
の
会

◇
栗
山
町
赤
十
字
奉
仕
団

【
7
月
16
日
～
8
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏　

名　

   

齢   

月 

日                      

世
帯
主     

住  

所

串
﨑
蓉
子 

84 

7/17 

本

人

葊
瀬
幸
代 

87 

7/19 

本

人

堀
田
ユ
リ
子 

90 

7/19 

幸

藏

黒
沼
清
光 

72 

7/21 

本

人

菊
地
一
二
三 

60 

7/23 

本

人

澤
田
鶴
男 

83 

7/24 

本

人

酒
井
舍
男 

78 

8/3 

本

人

猪
股
幸
一 

68 

8/4 

本

人

竹
山
伊
都
子 

86 

8/7 

本

人

山
下
光
義 

88 

8/7 

本

人

荻
野
ミ
ヨ 

98 

8/14 

一

彦
朝
日
４

中
央
３

鳩

山

継

立

松
風
４

南
角
田

中
央
４

中
央
１

中
央
２

御

園

北
学
田

社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
金
一
封
】

◇
ぽ
け
っ
と
・
く
ら
ぶ

　

佐
藤　

弘
美
さ
ん
（
長
沼
町
）

◇
吉
田　

礼
子
さ
ん
（
中
央
３
）

く
り
の
さ
と
へ

【
金
一
封
】

◇
栗
山
町
高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

　
（
藤
岡
繁
雄
会
長
）

◇
と
き
わ
町
内
会
（
佐
藤
一
英
会
長
）

【
物　

品
】

◇
菱
谷　

誠
さ
ん
（
栗
山
町
）

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）

【
慰　

問
】

◇
郷
土
民
謡
研
究
翼
声
会
（
由
仁
町
）

◇
松
本　

貴
子
さ
ん
（
栗
山
町
）

◇
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
さ
ん
（
夕
張
市
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会
（
土
田
清
美
会
長
）

◇
新
屋　

真
美
さ
ん（
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
）

◇
米
澤　

太
紀
さ
ん（
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
）

◇
川
上　

瑠
菜
さ
ん（
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
）

　

泉
徳
苑
・
一
草
庵
へ

【
物　

品
】

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）

◇
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
栗
山
店
（
中
央
2
）

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花

薬
局
栗
山
店
（
朝
日
2
）

◇
あ
け
ぼ
の
ス
ト
ア

相
談

ご
厚
意

お
め
で
た

お
く
や
み

消
防
設
備
士
試
験

◆
受
験
資
格　

乙
種
は
制
限
な
し

◆
試
験
日　

11
月
13
日
㈰

◆
試
験
場
所
・
種
類

・
札
幌
市　

甲
種
特
類

　
　
　
　
　

甲
種
（
第
1
～
5
類
）

　
　
　
　
　

乙
種
（
第
1
～
7
類
）

◆
願
書
の
受
付
期
間

　

書
面
申
請　

9
月
16
日
㈮
～
27
日
㈫

　

電
子
申
請　

9
月
13
日
㈫
～
24
日
㈯

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
0
1
5
0

第
3
回
、
第
4
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

◆
受
験
資
格　

乙
種
、
丙
種
は
制
限
な
し

◆
試
験
日

・
第
3
回　

10
月
30
日
㈰

・
第
4
回　

11
月
13
日
㈰
※
札
幌
市
の
み

◆
試
験
場
所
・
種
類

・
第
3
回　

岩
見
沢
市　

　

乙
種
（
第
１
～
６
類
）、
丙
種

　

そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施

・
第
4
回　

札
幌
市　

　

甲
種
、
乙
種
（
第
１
～
６
類
）、
丙
種

◆
願
書
の
受
付
期
間

書
面
申
請　

9
月
16
日
㈮
～
27
日
㈫

電
子
申
請　

9
月
13
日
㈫
～
24
日
㈯

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
0
1
5
0

南
空
知
消
防
組
合
消
防
職
員
募
集

◆
採
用
予
定
人
員

◇
勤
務
地

・
消
防
署
（
栗
山
）  

1
人

・
由
仁
支
署　
　
　

１
人

◆
受
験
資
格

①
救
急
救
命
士
資
格
取
得
者
（
平
成
29
年

3
月
資
格
取
得
見
込
み
含
む
）
で
平
成

6
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

②
心
身
強
健
で
、
視
力
両
眼
で
０
．
８
以

上
・
左
右
各
０
．
５
以
上
（
眼
鏡
可
）

お
よ
び
聴
力
が
正
常
な
方

③
採
用
時
普
通
自
動
車
免
許
１
種
取
得
者

で
、
勤
務
地
に
居
住
で
き
る
方

※
採
用
時
に
大
型
自
動
車
免
許
を
取
得
し

て
い
な
い
方
は
、
採
用
後
、
同
免
許

を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

※
採
用
内
定
後
、
救
急
救
命
士
の
資
格
を

取
得
で
き
な
い
場
合
は
、
内
定
を
取

り
消
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
日
本
国
籍
を
有
さ
な
い
方
、
地
方
公
務

員
法
第
16
条
に
規
定
す
る
欠
格
事
項

に
該
当
す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

◆
提
出
書
類　

　

履
歴
書
・
卒
業
証
明
書（
見
込
み
含
む
）・

学
業
成
績
書
・
健
康
診
断
書
・ 

自
動

車
運
転
免
許
証
（
写
）・
救
急
救
命
士

資
格
取
得
者
は
免
許
証
（
写
）　　
　

 

勤
務
希
望
地
申
出
書

※
履
歴
書
・
健
康
診
断
書
・
勤
務
希
望
地

申
出
書
は
、
南
空
知
消
防
組
合
指
定

用
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限　
　

　

9
月
23
日
㈮
必
着

◆
1
次
試
験
日

　

10
月
16
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

◇
科　
　

目

　

一
般
教
養
・
作
文
・
適
性
検
査
・
体
力

測
定

※
2
次
試
験
（
面
接
試
験
）
は
11
月
上
旬

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
願
書
提
出
先
・
試
験
場
所
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

☎
�
１
８
３
５

臨
時
寄
宿
舎
指
導
員
の
募
集

◆
勤
務
場
所

北
海
道
南
幌
養
護
学
校
寄
宿
舎

◆
募
集
人
数　

３
人
程
度

◆
勤
務
日
・
時
間

　

週
に
２
日
程
度

午
後
7
時
45
分
か
ら
翌
朝
9
時
15
分

（
う
ち
休
憩
１
２
０
分
）

◆
勤
務
内
容

本
校
寄
宿
舎
生
徒
の
日
常
生
活
上
の

介
助
お
よ
び
そ
の
付
随
業
務

◆
報
酬
額

勤
務
１
回
に
つ
き
１
１
２
０
０
円

（
深
夜
割
増
分
を
含
む
）

◆
任
用
期
間

　

10
月
1
日
よ
り

　
（
学
期
毎
の
契
約
・
更
新
あ
り
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

南
幌
養
護
学
校
事
務
長

　

☎
０
１
１
（
3
7
8
）
2
3
1
3

赤い羽根共同募金
　　キャンペーン事業
　秋祭り期間を「赤い羽根共同募金キャンペーン期間」として、募金協力いただいた
方に赤い羽根の代わりに「赤い羽根ステッカー」と「北海道日本ハムファイターズの
缶バッチ」をお渡しします。皆さんのご理解とご協力をお願いします。
※缶バッチは募金 200 円につきお渡しします。

9 月 18 日㈰　
　継立神社祭典会場

　■問い合わせ　栗山町共同募金委員会事務局（町社会福祉協議会内）　☎ 72-1322

9 月 24 日㈯～ 26 日㈪　
　栗山天満宮例大祭会場

試
験

募
集

9
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
September
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新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊です

こんにちは！ 町史編さん室です

　

若
者
定
住
推
進
室
で
移
住
促
進
に
関

わ
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
、「
く
り
や

ま
暮
ら
し
体
験
事
業
」
を
主
に
担
当
し

て
い
ま
す
。

　

栗
山
町
へ
の
移
住
や
二
地
域
居
住
、

シ
ー
ズ
ン
ス
テ
イ
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
を
対
象
に
、
家
具
・
電
化
製
品
な

ど
を
完
備
し
た
体
験
施
設
を
用
意
し
、

ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
を
体
験
し
て
い
た
だ

く
事
業
で
、
体
験
者
の
受
け
入
れ
か
ら

退
出
ま
で
の
お
世
話
、
町
内
案
内
な
ど

を
通
し
て
、
栗
山
町
の
魅
力
を
知
っ
て

い
た
だ
く
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
町
民
の
皆
さ
ん
と
交
流

し
、
も
っ
と
栗
山
町
の
魅
力
を
知
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
月
は
、

山
口
尚
久
が
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　　
　

　
　

　
　

　
　

　

私
は
、
兵
庫
県
出
身
の
43
歳
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
で
は
、
最
年
長
で
す
。　

　

趣
味
は
、
読
書
や
海
外
ド
ラ
マ
鑑
賞

な
ど
、
主
に
イ
ン
ド
ア
で
し
た
が
、
栗

山
町
の
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
、
ゴ
ル

フ
、
ス
キ
ー
、
温
泉
巡
り
や
キ
ャ
ン
プ

な
ど
、
ア
ウ
ト
ド
ア
に
も
再
挑
戦
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

左
の
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ

は
、
三
勝
さ
ん
の
隣
に
あ
っ
た
「
古
田

書
店
」
で
、
町
民
の
情
報
源
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

店
主
の
古
田
謙
二
さ
ん
は
大
正
２

年
、
栗
山
小
学
校
高
等
科
の
能
勢
實
先

生
の
教
室
を
卒
業
し
ま
し
た
。（
当
時

の
校
長
は
有
松
準
太
郎
さ
ん
）

　

古
田
謙
二
さ
ん
は
、
卒
業
後
、
外
国

船
の
船
乗
り
に
な
っ
た
り
し
て
、
苦
学

し
て
検
定
試
験
を
受
け
て
教
員
免
許
状

を
取
得
し
ま
す
。

　

戦
争
が
最
も
厳
し
い
昭
和
20
年
６

月
、
余
市
高
等
女
学
校
の
教
頭
時
、
軍

事
教
練
に
反
対
し
て
辞
職
。同
年
７
月
、

栗
山
町
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い

図
書
館
―
そ
こ
は
「
本
と
人
と
の
出
会
い
」
の
空
間

VOL.3

No.3

北
海
道
拓
殖
銀
行
余
市
支
店
に
入
社
。

昭
和
24
年
に
は
、
札
幌
拓
殖
銀
行
企
画

室
に
勤
務
し
、「
北
海
道
に
お
け
る
出

版
業
の
調
査
」（
昭
和
25
年
）
経
済
レ

ポ
ー
ト
と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

古
田
謙
二
さ
ん
の
５
番
目
の
息
子
、

古
田
良
三
さ
ん
は
、
現
在
東
京
で
印
刷

業
を
経
営
。
平
成
21
年
「
緋ひ

衣ご
ろ
もと
と
も

に
―
古
田
謙
二
（
冬
草
）
遺
稿
集
―
」

を
出
版
。
町
図
書
館
に
も
寄
贈
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

図
書
館
は
、
水

道
で
い
え
ば
貯
水

池
の
よ
う
な
も
の

で
、
た
く
さ
ん
の

情
報
が
集
積
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
本
と
人
と
の

出
会
い
」
を
最
も
大
切
に
す
る
公
共
施

設
で
す
。

　

利
用
者
に
栗
山
町
の
情
報
を
き
め
細

か
く
町
民
に
還
流
し
て
く
れ
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
利
用
し
て
い
た

だ
き
、
身
近
な
愛
さ
れ
る
町
図
書
館
を

誇
り
に
し
た
い
も
の
で
す
。（
卜
部
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
町
史
編
さ
ん
室

　

☎
�
７
８
２
０

三勝さんの隣にあった「古田書店」

栗山町図書館

生
ま
れ
た
時
か
ら

　
「
生
ま
れ
た
時
か
ら
、
私
の
周
り
に
は

民
謡
が
あ
り
ま
し
た
」
と
話
す
濱
谷
瑞
希

さ
ん
（
16
歳
）。

　

祖
母
、
母
、
姉
の
影
響
も
あ
り
、
５
歳

の
時
に
夕
張
市
の
松
川
観
絃
師
（
北
海
道

民
謡
連
盟
最
高
師
範
） 

に
師
事
。
６
歳（
小

学
１
年
生
）
よ
り
、
由
仁
町
の
石
川
一
男

師
（
日
本
郷
土
民
謡
協
会
名
誉
教
授
・
北

海
道
民
謡
連
盟
最
高
師
範
）
に
師
事
し
、

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

音
楽
に
言
葉
の
壁
は
な
い

　

濱
谷
さ
ん
の
歌
声
は
、
民
謡
を
始
め
た

時
か
ら
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
、
５
歳
で

「
第
14
回
北
海
盆
唄
全
国
大
会
」
幼
年
の

部
（
小
学
４
年
生
以
下
）
で
優
勝
し
た
の

を
皮
切
り
に
、
先
月
７
日
に
東
京
都
で
開

か
れ
た
「
第
55
回
郷
土
民
謡
民
舞
青
少
年

み
ん
よ
う
全
国
大
会
」
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で

準
優
勝
に
輝
く
な
ど
、
数
々
の
大
会
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、９
歳（
小
学
４
年
生
）の
時
に
は
、

ロ
シ
ア
・
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
国
際
音
楽
交

流
祭
に
参
加
し「
民
謡
」を
披
露
。10
歳（
小

学
５
年
生
）
の
時
に
は
、
姉
の
珠た

ま
み実
さ
ん

と
民
謡
仲
間
の
小こ

て
ら寺
聖せ

い
な夏
さ
ん
と
少
女
民

謡
ユ
ニ
ッ
ト
「
み
・
せ
・
た
」
を
結
成
す

る
な
ど
、
民
謡
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

民
謡
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
を

聞
く
と
「
日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
で
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、「
ロ
シ
ア
で
民
謡
を

披
露
し
た
時
、
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
た

く
さ
ん
の
手
拍
子
や
拍
手
を
も
ら
い
、
あ

ら
た
め
て
民
謡
の
持
つ
大
き
な
力
を
実
感

す
る
と
と
も
に
、
音
楽
に
は
言
葉
の
壁
は

な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し

た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

次
世
代
へ
と
つ
な
ぐ
担
い
手
と
し
て

　

濱
谷
さ
ん
に
今
後
の
抱
負
を
聞
く
と

「
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
『
民
謡
』
を

世
界
中
に
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
多
く
の
人
た
ち
と
の
心
と
心
を
つ
な

い
で
く
れ
る
『
民
謡
』
を
次
世
代
へ
と
つ

な
ぐ
担
い
手
と
し
て
誇
り
を
持
っ
て
大
切

に
唄
い
続
け
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

このコーナーは、さまざまな活動で活躍している町民にスポットを当てて紹介します。

【プロフィール】
平成 12 年 8 月 3 日生まれ。
朝日 4 丁目在住、岩見沢西
高等学校（1 年生）に在学中。
かるたにも熱心で、昨年の
北海道子どもかるた大会で
準優勝。現在は、岩見沢梅ヶ
枝歌留多倶楽部に所属。

民謡の全国大会で準優勝

濱
は ま や

谷  瑞
み ず き

希

ふるさと栗山で輝く町民をクローズア
ッ

プ
  ふ

る
さ

と
栗

山
で

輝
く

町
民

を
ク

ロ
ー

ズアップ  ふるさと栗山で輝く町民をク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

  ふ
る

さ
と

栗
山

で
輝

く
町

民

きらり
☆

栗山人

さん



姉妹都市子ども交換のつどい

姉妹都市である宮城県角田市との相互交流事業「子
ども交換のつどい」が、宮城県角田市で行われま

した。栗山町から小・中学生 18 人と引率者 2 人の派遣
団が参加。5 日に出発式を行い、フェリーで苫小牧港を
出港。6 日の朝に到着し、JAXA 角田宇宙センターをは
じめとする市内各施設の見学や金津の七夕に参加。7 日
は角田市の子どもたちと交流し、8 日に無事に帰町しま
した。　　　　　　　　　　　　　　（8 月 5 日～ 8 日）

空手で全国大会へ＊花田崇一郎さんと武岡紅葉さん

環境教育・保全活動の促進を目的とした「コカ・コー
ラ環境フォーラム 2016」が雨煙別小学校コカ・

コーラ環境ハウスで開催されました。環境教育や環境
保全活動などに取り組む学校や団体を表彰する「第 23
回コカ・コーラ環境教育賞」の最終選考会では、応募
総数 87 団体から選出された 15 団体が日頃から取り組
んでいる活動やプロジェクトを、スライドを使って発
表しました。　　　　　　　　　　　（8 月 5 日～ 7 日）

コカ・コーラ環境フォーラム 2016

東京都で開催される第 36 回全国空手道選手権大会
に出場する、花田崇

そういちろう
一朗さんと武岡紅

く れ は
葉さんが南

條宏教育長へ出場の報告に訪れました。花田さんは 5 歳
から、武岡さんは小学 2 年生から町内の道場で腕を磨い
てきました。南條教育長から「練習の成果を出して、優勝
目指して頑張ってください」と激励されると、2 人は、「1
回戦を突破して少しでも良い成績を残したい」と健闘を
誓いました。　　　　　　　　　　　　　　（8 月 3 日）

夏のひと時を楽しむ＊スイミングフェスティバル

2016 くりやまスイミングフェスティバルが、栗山水
泳プールで行われ 43 人の小学生が参加しました。

競泳の部ではビート板自由形、平泳ぎ、自由形でこの夏
の練習の成果を披露。また、プールの上に浮かべた板の
上を走り抜ける「どこまで歩ける」などのレクリエーショ
ンも実施され、参加者は夏のひとときを楽しみました。
■大会新記録　平泳ぎ 25 ｍ　19 秒 02　　　　　　　
　遠藤憧

と わ
羽君（栗山小 6 年）　　　　　　（8 月 7 日）

◆
こ
れ
ま
で
の
経
過

５
月
20
日
㈮　

講
演
「
体
操
と
健
康
」

６
月
28
日
㈫　

交
通
安
全
教
室

　
「
栗
山
警
察
署
講
話
」、「
北
海
道
警
察

　

音
楽
隊
・
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
演
奏
」

７
月
19
日
㈫　

バ
ス
研
修

　
「
ち
ょ
っ
と
行
っ
て
み
た
い
旅
」

　

札
幌
地
方
裁
判
所
で
模
擬
裁
判
、
北
海

　

道
警
察
本
部
見
学
、
豊
平
館
見
学

◆
今
後
の
予
定

○
学
校
祭　

９
月
７
日
㈬
～
９
日
㈮　

　

９
日
㈮
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
・
音
楽

　

療
法
協
会
の
講
演
「
音
楽
と
健
康
」
が

　

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
で
歌
っ
た
り
楽
器

　

を
演
奏
し
た
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
（
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
の
受
講
生
以
外

　

の
方
も
参
加
可
能
）

○
宿
泊
研
修　

10
月
３
日
㈪
～
４
日
㈫

　
「
増
毛
方
面
」
国
稀
酒
造
や
、
歴
史
的
建

　

造
物
、
果
物
狩
り
、
今
年
廃
線
に
な
る
留

　

萌
線
（
留
萌
～
増
毛
）
を
巡
る
予
定
で
す
。

○
講
演
会
「
食
と
健
康
」　

11
月

　
（
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
の
受
講
生
以
外

　

の
方
も
参
加
可
能
）

※
日
程
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

平
成
28
年
度
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後
の
予
定

【
３
回
】

「
こ
の
ま
ま
で
日
本
の
食
料
・
農
業
は
大

丈
夫
か
？
」

◆
日　
時

　
10
月
13
日
㈭　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

◆
講　
師

　
酪
農
学
園
大
学
農
食
環
境
学
群
・

　

循
環
農
学
類

　

相
原　

晴
伴
教
授

【
１
回
】

「
食
料
生
産
と
栄
養
」

◆
日　
時

　
９
月
29
日
㈭　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

◆
講　
師

　
酪
農
学
園
大
学
農
食
環
境
学
群
・

　

食
と
健
康
学
類

　

船
津　

保
浩
教
授

【
４
回
】

「
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
食
料
品
の
ア
ク

セ
ス
問
題
と
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
課
題
」

◆
日　
時

　
10
月
20
日
㈭　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

◆
講　
師

　
酪
農
学
園
大
学
農
食
環
境
学
群
・

　

食
と
健
康
学
類

　

深
澤　

史
樹
准
教
授

2016

【
２
回
】

「
新
商
品
と
資
本
主
義
の
未
来
」

◆
日　
時

　
10
月
６
日
㈭　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

◆
講　
師

　
酪
農
学
園
大
学
農
食
環
境
学
群
・

　

食
と
健
康
学
類

　

清
野　

康
二
教
授

◆
場　
所

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
対　
象　
18
歳
以
上
の
町
民

◆
受
講
料　
１
０
０
０
円

◆
定　
員　
20
人

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

いきいきスクール
学校祭

「                     」
受講生以外の方もぜひ
気軽にお越しください
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今
回
は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
て
い
る「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　

最
初
に
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
と
し
て

ス
ト
レ
ッ
チ
を
全
員
で
行
い
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
入
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
内
の
器
具
な
ど
を
使
用
し
、
１
種
目

30
秒
、
種
目
の
間
で
イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
と

り
、
合
計
12
種
目
を
参
加
人
数
で
回
す

サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
式
で
２

セ
ッ
ト
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
１
種
目
30
秒
と
聞
き
、
軽
い

気
持
ち
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
種
目
が
進
む
ご
と
に
体
の
疲
労

が
増
し
、
日
頃
の
運
動
不
足
を
痛
感
し
ま

し
た
。
２
セ
ッ
ト
を
や
り
遂
げ
た
後
に
は

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
後
の
ケ
ア
ス
ト
レ
ッ
チ
を

指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
普
段
は
な

か
な
か
使
わ
れ
な
い
筋
肉
を
刺
激
し
た
た

め
次
の
日
は
や
は
り
筋
肉
痛
…
。

　

普
段
仕
事
な
ど
で
時
間
が
作
れ
な
い
方

で
も
二
部
体
制
で
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、

と
て
も
参
加
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

体
験
参
加
や
見
学
か
ら
で
も
よ
い
の
で
、

皆
さ
ん
も
お
気
軽
に
参
加
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
日　
　
時　

　

９
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

　

10
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

　

11
月
１
日
、
８
日

　
（
毎
月
火
曜
日
）

　

第
一
部　

午
後
７
時
５
分
～
７
時
45
分

　

第
二
部　

午
後
７
時
50
分
～
８
時
30
分

◆
場　
　
所　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対　
　
象　
20
～
50
歳
の
町
民

◆
入
館
料　
１
５
０
円

◆
講　
　
師　
林　

真
弘
氏

◆
内　
　
容　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
ス
ト
レ
ッ
チ

◆
申
込
方
法　

　

前
日
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
備
え

　

付
け
の
申
込
書
を
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

に
提
出
、
も
し
く
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ン

　

ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

　

込
書
を
送
信

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ン
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

☎
／
℻
�
６
６
５
５

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

第
二
期
　
体
験
・
見
学
も
可

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
行
く

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　  
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
　
長
澤
網
士

第一期　通学合宿を終えて
　

小
学
４
～
６
年
生
の
児
童
が
親
元
を
離

れ
、
炊
事
や
洗
濯
な
ど
自
分
の
こ
と
は
自

分
で
行
い
な
が
ら
、
学
校
に
通
う
合
宿
形

式
の
事
業
で
す
。
異
学
年
で
助
け
合
っ
た

り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、社
会
性
や
協
調
性
を
育
み
、

自
立
を
促
し
た
り
し
ま
す
。

■
目　
的

●
子
ど
も
た
ち
の
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の

　

定
着

●
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
促
進

■
ね
ら
い 通

学
合
宿
と
は
…

　
　

☆
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を
考
え
る

　
　

☆
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
行
う

　
　

☆
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
考
え
る

　
　

☆
異
学
年
交
流

日　常
　
　

☆
い
ろ
い
ろ
な
人
の
思
い

　
　

☆
支
え
て
く
れ
て
い
る
人
た
ち

　
　
　

直
接
／
間
接

　
　

☆
誰
も
見
て
い
な
く
て
も

　
　

☆
良
い
と
思
う
こ
と
を

　
　

☆
で
き
な
い
こ
と
は
き
ち
ん
と
お
願
い

　
　

☆
あ
い
さ
つ
、
マ
ナ
ー

　
　

☆
買
い
物

　
　

☆
朝
食
づ
く
り

　
　

☆
地
域
の
人
の
お
話
し
を
聞
く

　
　

☆
も
ら
い
湯

みんなで やってみる 気づき

第
一
期
の
内
容
（
６
月
26
日
～
７
月
２
日　

31
人
参
加
）

学　
習

○
家
庭
学
習
・
宿
題
・
読
書
・
地
域

　
の
方
の
お
話
し

○
中
学
校
の
先
生
に
よ
る
授
業

食　
育

○
栄
養
に
つ
い
て
（
管
理
栄
養
士
）

生　
活

○
身
の
周
り
の
整
理
整
頓

○
洗
濯

調　
理

○
食
材
の
購
入

　
↓
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト

○
地
域
の
方
と
一
緒
に
作
業
す
る

○
配
膳
、
後
片
付
け

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

第
二
期
の
追
加
募
集

　

第
二
期
の
通
学
合
宿
の
追
加
募
集
は
、

栗
山
小
２
人
、
角
田
小
４
人
、
継
立
小
３

人
で
す
。
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け

の
申
込
書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定
し

ま
す
。

◆
日　
程

○
栗
山
小
学
校　

10
月
26
日
㈬
～
29
日
㈯

○
角
田
小
学
校　

10
月
31
日
㈪
～
11
月
３
日
㈭

○
継
立
小
学
校　

10
月
31
日
㈪
～
11
月
３
日
㈭

◆
申
込
期
限　

９
月
23
日
㈮

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

・「
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
帰
宅

　

し
て
か
ら
熱
心
に
調
べ
て
い
た
」

・「
何
度
か
『
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
作
り
た

　

い
！
』
と
い
っ
て
作
っ
て
い
た
」

・「
私
の
動
き
を
見
て
、『
～
し
よ
う
か
』

　

と
自
ら
声
を
か
け
て
く
れ
た
」

・「
Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム
の
時
間
が
短
く
な
っ
た
」

・「
残
念
な
が
ら
変
化
が
感
じ
ら
れ
な
い
」

・「
良
い
事
業
と
思
う
の
で
少
年
団
活
動
を

　

し
て
い
る
子
ど
も
も
参
加
し
や
す
い
日

　

程
を
検
討
し
て
ほ
し
い
」

場所：（栗山小）雨煙別小学校コカ・コーラ環境ハウス（角田小）農村環境改善センター（継立小）常正寺
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◆
期　
　
間　
10
月
13
日
㈭
～
16
日
㈰

◆
場　
　
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
展
示
作
品　

　

絵
画
・
書
道
・
写
真
・
木
彫
な
ど

◆
出
品
規
定　
未
発
表
の
自
作
品

◆
そ  

の  

他　

　

作
品
は
10
月
12
日
㈬ 

午
前
10
時
に
各

　

自
搬
入

◆
日　
　
時　
11
月
１
日
㈫
～
３
日
㈭

◆
場　
　
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
内　
　
容　
菊
花
の
展
示
お
よ
び
即
売

◆
日　
　
時　
10
月
22
日
㈯ 

午
後
１
時
～

◆
場　
　
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
対　
　
象　

　

町
内
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
や
個
人

◆
内　
　
容　
ピ
ア
ノ
演
奏
や
合
唱
団
な
ど

◆
申
込
期
限　
10
月
３
日
㈪

◆
申
込
方
法　

　

町
教
育
委
員
会
窓
口
（
総
合
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」
内
）
で
申
し
込
み

出
演
者
募
集
！

第
24
回
く
り
や
ま
音
楽
祭

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
　

◆
日　
　
時　
11
月
２
日
㈬　

午
後
３
時
～

◆
場　
　
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
内

容　
カ
ラ
オ
ケ
の
発
表
会

芸
能
発
表
会

◆
日　
　
時　
11
月
３
日
㈭　

午
前
10
時
～

◆
場　
　
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
内

容　
詩
吟
、
日
舞
な
ど
の
発
表
会

第
32
回
く
り
や
ま
芸
術
祭

第
50
回
栗
山
町
菊
花
展

第
49
回
栗
山
町
芸
能
祭

カ
ラ
オ
ケ・芸
能
発
表
会

●ブックリサイクル市開催
■日　時　9 月 10 日㈯　10：00 ～ 13：00
■場　所　町図書館
■内　容　小説（時代小説、ミステリー）
　　　　　家庭（手芸、料理）
　　　　　子どもの本（読み物、絵本）、雑誌など
　　　  ※本を入れる箱や袋をお持ちください
●角田・継立図書館に行こう！
　農村環境改善センター 2 階、南部公民館 2 階にそれぞ
れ図書室があります。その図書室にしかない本もありま
すので、お近くの方はぜひお越しください。
■場　所

（角田地区）農村環境改善センター 2 階
（継立地区）南部公民館 2 階

■開館時間  13：00 ～ 17：00
■休館日　  毎週日～火曜日、祝日、年末年始

■問い合わせ　町図書館　　☎ 72-6055

の故 郷 川
河 川 美 化 運 動

　昨年、栗沢頭首工に魚道（サーモンロード）が完

成し、栗山町にサケが遡上しました。しかし、まだ

まだ、河川にはたくさんのごみがあり、サケが自然

産卵する環境が整っていません。皆さんの力でサケ

が自然産卵できる川を取り戻しましょう。

■日　　時　9 月 10 日㈯　9：00 ～ 12：00

　　　　　　　　　　　　 （受付 8：30 ～）

■場　　所　下水道管理センター前（錦 1 丁目）

■内　　容　河川清掃、サケの産卵場所解説

　　　　　※終了後におにぎりを用意しています。

■申込期限　9 月 8 日㈭

■申込先・問い合わせ

　夕張川自然再生協議会（ふれあいプラザ内）

　☎ 72-3000

健康ストレッチヨーガ教室　※毎月更新

■日　時　9 月 6 日㈫、13 日㈫　11：00 ～ 12：30
　　　　※ 9 月以降は受付までご確認ください。
■内　容
　ストレッチに簡単なヨーガを取り入れた教室です。講
師は札幌健康ストレッチ・ヨーガ愛好会代表の渋谷和
子先生。皆さんもゆったりと体をほぐしてみませんか。
■難易度レベル　★☆☆☆☆

■ 期 間　9 月13日㈫～11月18 日㈮

　　　　  ※健康ストレッチヨーガ教室、ピラティス
　　　　　  教室は毎月更新します。
■ 回 数　各教室全 10 回
　　　　　   ※ソフトエアロビクスは全 7 回です。
■ 場 所　スポーツセンター
■ 対 象　20 歳以上の町民

■受 講 料　各教室 1,000 円（入館料含む）
■保  険  料　1,850 円（任意加入）
■申込方法　スポーツセンター窓口で申込用紙に必
　　　　　　要事項を記入し、受講料を添えて提出
■申込期間　９月 1 日㈭  9：00 より受付開始
　　　　   　※印鑑をお持ちください。
■問い合わせ　スポーツセンター　☎ 72-6161

スポーツセンター教室スポーツセンター教室第 2 期

バランスボールピラティス
■日　時　毎週火曜日　13：30 ～ 14：30
■内　容
　体に負担が少なく、ヨガと太極拳の要素をミックスし
た体にやさしいピラティス教室です。バランスボールを
使用したメニューが中心です。他にトレーニングルーム
を利用したりラダーを使ったメニューも予定しています。
■難易度レベル　★★★★☆

いきいき運動
■日　時　毎週水曜日　10：00 ～ 11：00
■内　容
　卓球・ミニテニス・バドミントンなどを中心に取り
組む運動教室です。経験のない方や体力に自信のな
い方でも安心の内容です。
■難易度レベル　★★★☆☆

ソフトエアロ
■日　時　毎週木曜日　13：00 ～ 14：00
■内　容
　エアロビクスの基本的なステップからコンビネー
ションまで、爽快に動くタイプの教室です。前回から
全 7 回に増やしていきます。
■難易度レベル　★★★☆☆

健康ストレッチ
■日　時　毎週金曜日　10：00 ～ 11：00
■内　容
　健康増進のためのストレッチ教室です。基本的なス
トレッチに加え、バランスボールやストレッチポール、
椅子など、さまざまな器具を使っていきます。ラジオ
体操にも取り組みます。
■難易度レベル　★☆☆☆☆

ピラティス教室（夜間の部）　※毎月更新

■日　時　9 月 8 日㈭、29 日㈭　19：00 ～20：30
　　　　※毎月第 2、4 木曜日
■内　容
　年齢や健康状態に関わらず、誰でも安全に行うこ
とができます。肩こりや腰痛症などを根本から改善し
ていきます。
■難易度レベル　★★☆☆☆

　
く
り
や
ま
総
合
芸
術
祭
　

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
く
り
や
ま
総
合
芸
術
祭
事
務
局

　
町
教
育
委
員
会　
☎
�
１
１
１
７
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人口  12,372  人  （ －1） 世帯数  5,963  世帯  （ ＋5 ）男  5,790  人  （ －2）　女  6,582  人  （ ＋1）

▼
子
ど
も
交
歓
の
つ
ど
い
で
姉
妹
都
市

の
宮
城
県
角
田
市
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

天
気
に
恵
ま
れ
、
立
っ
て
い
る
だ
け
で

汗
だ
く
に
な
る
気
温
で
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
は
最
終
日
ま
で
驚
く
ほ
ど
の
元

気
さ
。
お
か
げ
で
一
緒
に
研
修
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
5
め
ス
ロ
ン
」

と
い
う
「
角
田
の
5
つ
の
め
」
に
ち
な

ん
だ
レ
ク
で
楽
し
く
角
田
に
つ
い
て
勉

強
し
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様

に
は
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
北
）

▼
夏
の
甲
子
園
の
試
合
を
観
て
い
た
父

が
「
こ
の
高
校
の
ス
タ
メ
ン
は
地
元
の

顔
を
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
け
ど
、

本
当
に
○
○
県
出
身
な
の
？
」
と
聞
い

て
き
た
の
で
、
調
べ
て
み
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
1
番
大
阪
府
、
2
番
大
阪
府
、

3
番
大
阪
府
…
。
こ
れ
以
上
調
べ
る
の

は
や
め
て
お
き
ま
し
た
。
地
元
の
球
児

た
ち
に
は
特
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
な
と

思
っ
た
瞬
間
で
し
た
。　
　
　
　（
田
畑
）

▼
先
日
、
何
気
な
い
会
話
の
中
で
母
親
が

「
最
近
、
父
さ
ん
の
物
忘
れ
が
激
し
く
て
」

と
一
言
。
い
つ
も
な
ら
ば
何
も
思
わ
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
時
は
「
大

丈
夫
か
な
あ
？
」
と
一
瞬
不
安
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
た
ぶ
ん
、
認
知
症
特
集

の
取
材
や
執
筆
を
し
て
実
際
に
認
知
症

と
関
わ
る
方
々
の
不
安
や
苦
労
な
ど
を

目
の
当
た
り
に
し
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
私
も
認
知
症
を
他
人
事
と
思
わ
ず
、

じ
ぶ
ん
事
と
し
て
考
え
行
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　（
杉
本
）

ひ
と
り
ご
と

編
集
担
当
者
の

人のうごき 平成28年8月1日現在　（　）内は前月比　

夏の夜を楽しむ＊ふるさと盆踊り
くりやまの夏を彩る「ふるさと盆踊り（栗山町商店街連絡協議会主催）」が 8

月 15 日、松風 2 丁目にあるご縁広場で開かれ、夏の夜を楽しむ大勢の町民で
にぎわいました。夕暮れとともに商店街の若手が打ち鳴らす太鼓の合図でスター
ト。浴衣姿の子どもたちがやぐらを囲んで踊りを楽しみました。また、豪華景
品が当たる恒例の仮装大会も行われ、人気キャラクターなどに扮した参加者も
踊りの輪に加わりました。
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